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　本研究は、実践の場で看護理論（看護実践方法論）を適用しようとしても使いこなせなかった

筆者が、看護理論に導かれながら看護を展開していく修得過程にどのような論理がひそんでいる

かを、自己の実践を通して分析し、理論から学び始めた学生の実習場面の分析と比較して、看護

理論の修得過程における共通構造を探り、理論を適用するための有用な知見を得ることを目的と

する。

　研究対象は、理論を学び直し看護を展開した自己の看護実践における認識、および、看護理論

を体系的カリキュラムのもとに学ぶ学生の臨地実習における認識とした。研究方法は、受け持ち

患者との関わりを再構成して資料とし、その中から患者によい変化が現れ、かつ看護者（学生）

の認識も変化した場面を選んで研究素材とした。分析方法は、まず研究素材を精読し、看護者（学

生）の認識の変化の性質を浮き彫りにするために、プロセスレコードに「後で振り返って想起し

たそのときの判断や像」「看護者の認識の変化の判断根拠」の項目を持つ分析フォーマットを作

成し、内容を書き入れた後「看護者（学生）の頭の働かせ方の事実」を取り出し、その内容の抽

象度を上げて、「看護者（学生）の認識の変化の性質」を抽出した。次に、看護者一患者のかか

わりの場面全体を通し、患者の自力で解決できない問題がどのように解決されていったか、看護

実践方法論に照らして吟味した。さらに、場面全体にどのような論理が潜んでいるかを抽出し、

看護理論とのつながりを吟味した。そして、看護者（学生）の認識の変化の性質から「看護理論

の修得過程のポイント」を取り出した。最後に、看護者と学生の看護理論の修得過程のポイント

を一覧にし、その共通性を吟味し、共通構造を抽出した。その結果、「看護理論の修得過程の共

通構造」として以下の知見を抽出し得た。

　①不調和なところ・気になるところが見える。②看護者の認識が作り替わる③患者像が膨らむ

　④立場の変換ができる。　感情が揺さぶられ、相互浸透が進む　⑤方向性が見える（定まる）、

　見通しが立つ　⑥関わり続けていくことができる　⑦目標像が描ける

　以上より、看護理論を自分のものとしていくプロセスの中にこの7項目があることがわかった。

この7項目は、看護理論の目的論・対象論・方法論を内包したものであり、常に個人の看護者の

頭の中でつながりあって動いていることがわかる。また、看護理論の学習段階から適用段階の過

程における階段をのぼるr論理」でありここの7項目を様々な対象に適用していくことで、看護

理論の修得を促進させ、意識的適用のはたらきをより進めるものにつながると考えられた。
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序章序論

1　研究動欄

　看護は、人々のよりよい健康状態を願い、その人の生きていく力を見つめ、見守りなが

ら支えていく仕事である。したがって、相手をわかろうとする中から看護が始まる。人間

には見えない感情や思考があるので、看護者は観念的に相手の位置に移って、その思いや

体の不自由さや辛さや取り巻くつながりをたどり、まるで我がことのように感じとれば、

何をなすべきかが見え、他者への援助を行っていくことができるであろう。しかし、それ

がどれほど難しいか、他者の位置に立って看護することの難しさを常々痛感させられる。

　しかし、難しいからこそ、導きの糸が必要であり、理論を学ぶ必要性があり、理論を把

持しなければ、個別の看護にはつながらない。

　1974年に『科学的看護論』1〕が出版され、1990年に実践方法論の表象として＜看護過

程展開モデル＞2）が創出され、それを適用した数多くの看護実践例が報告されている3〕～

7〕。それらを読むと、看護者が自己の思考過程の道筋をしっかりつくることで、看護を深

め展開していくことが可能になり、教育や実践の現場で、患者によい変化をもたらす看護

が展開されていることがわかる。

　筆者は、医学部看護学科を持つ大学で看護学教育を受ける中で、『科学的看護論』の存在

を知り、実践をよりよくするための理論として自己学習を始めた。そのような中、心が震

えるような看護実践例が報告されていることを知り、『科学的看護論』の実践への適用を試

みている病院を探して就職した。その病院では、困った事例を持ち寄り「全体像モデル」

「立体像モデル」を用いて検討会が行われていたが、解決できる問題もあれば、理論枠組

みを用いても、患者にとってよい看護が出来ず、患者と看護者のずれが生じ悩んでいた。’

また、自己の看護実践を振り返ってみると、患者によい変化が見られた例として、水俣病

で下半身麻痺になり褥創で入院していた50代後半の患者が、看護師の処置時の対応や入

院生活上の不満を訴え「裁判を起こしてやる！」と怒鳴っていた。その患者に、公害とい

う個人の節制では調整できないような生活の中で病を負い、そのために人生を奪われてき

た患者の苦しみを察し、その思いを表現したところ、その後から院内でのトラブルが減り、

「入院生活は快適です」と表現し退院した経験がある。しかしその一方、患者の特性を把

握できないまま、どのように患者の生活の様子を思い描けばよいのかわからず、患者に負

担を強いてしまった苦い経験もある。下肢の疾病を訴える患者の表現を、心が不安定な状

態なものと捉え、実体のサインを見逃し、泣きながら救急搬送される場面にも出会った。

患者のこれまでの生活や思いを察するまで、重要な事実が見え、それらを情報としてイメ



一ジが膨らむ場合もあれば、事実を情報として捉えられなかった場合もある。経験を積み

重ねても「どのように考えていけばよいだろうか」という迷いや「本当にこれでよかった

のだろうか」という不全盛・不安定感があり、ナイチンゲールが説く「三重の関心」を注

ぐ大切さを理解できていても、実践に適用するときの難しさを感じていた。

　その後、院内のコンピューターシステム更新時期にあたり、専任として「看護支援シス

テム」の構築に携わることになった。その病院で用いていた看護展開の構成要素である「全

体像モデル」・「立体像モデル」を入れ込んだ看護情報モデルを開発した。しかし、看護に

活かせる情報として活用されることは難しかった。このことは、理論の表象であるモデル

を示されても、いつでも誰にでも活用できる・とは限らず、理論に導かれて動けるようにな

るためには、使う側の頭の働かせ方を訓練する必要があることがわかった。

　大学院に入学し、学び始める中でまず関心をそそられたのは、学部学生の臨地実習での

看護実践報告を初めて読んだときのことである。医師には、「歩けるようになることは期待

できない。車椅子の生活になる」と言われていた患者に学生が関わり、「平行棒を持って、

自らの意思で足を前に出し、2往復も歩くことができた」という実践例であった。このこ

とから、臨床経験がない学生でもこのような実践ができるのだという感動と驚きと同時に、

“なぜ？”と思った。学部学生は、看護理論の修得を体系的カリキュラムのもとに学んで

おり、これが理論から学び始めた人の実践のなせる技なのか、と学生の頭のっくられ方に

関心を持った。そこには、筆者が臨床の現場で疑問を感じていた、モデルに事実を書き込

んで使っていたのとは異なる頭の働かせ方があると感じた。

　理論と実践のつながりをより確かなものにするには、理論を修得していくプロセスにそ

の鍵があるのではないか、と筆者は考える。理論は、自分の中で育てられ、鍛え上げられ

て、現実の問題に切り込み、解決していく力になると思う。理論を自分のものにしていく

プロセスには何があるのか？理論の修得が進むその過程には、どのような頭の働かせ方が

存在するのか？理論の修得過程において自己の実践から論理を抽出することは、理論を使

いこなせるあたまをつくり出すための有用な訓練になり、理論の意識的適用も促進される

のではないか、と考えた。そして、その思考のプロセスを可視化すれば、他者に理解可能

なのではないか、多くの人が安定感と自信を持って目的意識的に取り組めるのではないか、

と考えた。そこで、理論の再学習と実践を並行して行ったところ、2例日にして三重の関

心を注ぐ看護実践ができたという実感が得られた。そして、学部学生が初めて体験する臨

地実習に、入学以来TA（ティーチングアシスタント）として受け持っていた1グループ

の実習指導者として参加したところ、学生たちの5日間の取り組みには、対象の見つめ方・

関わり方に大きな違いがあることに気がついた。そこで、筆者（研究者）の頭の働かせ方



と、理論から学習を始めた学部学生の臨地実習における頭の働かせ方を対象に、理論の修

得過程における共通構造を可視化することを目的として本研究に着手した。そして、共通

構造を可視化することから、より目的意識的な看護実践への取り組みに向けての示唆を得

たいと考える。



2　文献検討

　筆者が看護理論の修得過程に着目したのは、看護理論が実践の中で十分に活かされず、

現実の問題に対し解決できなかったからである。看護理論と実践の結びつきをより確かな

ものにし、現実の問題を解決する思考のプロセスをより明確にしていきたいと考え、これ

までどのような研究が行われているのか、以下の観点から文献検討を行った。まず、医療

現場での看護理論の活用の現状について、次に看護理論が実践の中でどのように方向付け

となり展開されているか、理論にもとづく学生や看護者の看護過程展開についての検討を

行った。最後に、理論と実践のつながりや修得していくプロセスについてどのような研究

が行われているのか、について文献検討を行った。

1．医療現場での看護理論の活用の現状

2．看護理論をもとに看護を展開する学生・看護者の認識を扱った研究の検討

3．理論と実践のつながりを明らかにし、理論を修得していくプロセスを取り上げた研

　　完の検討

1）医療現場での看護理論の活用の現状

　まず、久間らは、現在の医療現場での共通の問題点として、すべての記録が電子化され

ていく流れの中で、記録内容の前提となる包括的なモデルがないことを挙げ、看護の共通

理解と記録の鍵は、現場の看護に応用できる大理論であり、理論に基づく看護過程の展開

であると考える8〕、と述べている。ここからは、医療の現場では、看護理論を求め、それ

に基づく展開を求めているが、実際には、困難を極めていることが浮き彫りにされている。

また、城ヶ端らは、わが国での病院には、看護理論の導入が増えている、と報告し、「臨床

においての看護理論の活用は、米国においては多くの病院等で活発に行われているものの、

わが国では、まだその段階に至っていない現状である」と述べ、「看護実践を支えるのは、

看護理論であり、両者は密接不可分であることを認識して、理論の学習と活用をしていく

ことが望まれる」9〕としている。ここからは、看護理論の有用性・必要性の高まりを認識

し、今後理論の必要性は高まっていくものとして示唆を得たが、理論の活用は活発には行

われていない現状が明らかにされていることがわかった。しかし、その申で両者とも、日

本の看護理論として、唯一『科学的看護論』の存在を述べていた1O〕11）。

　薄井は、1974年にナイチンゲール看護論を学問的に体系化した『科学的看護論』を創出

し、1983年に看護学独自の学的方法論を発表し12）、さらに1990年に実践方法論の表象と

4



して「看護過程展開モデル」を完成させ、実践での活用と理論の検証を重ねてきた13〕。そ

の中で、「理論の有効性は、看護上困った問題を解けるかどうかによって試される。看護上

の問題が解けるとは、その事例に対する看護の方向性を見出せることである」と述べ、rこ

れまでに看護の方向性を見出せなかった例はなく、ナイチンゲール看護論の＜健康の法則

＞イコール＜看護の法則＞の意味を改めて実感している」14）と述べている。また、「実践

方法論の適用」（1993）の中で、具体的な事例を用い、対立の構造を見出し、看護婦の対

象の見つめ方が変化した実践方法論の適用過程について報告している15〕。さらに対応困難

な事例の検討に対し、「ナイチンゲール看護論と科学的看護論」（1997）の中では、問題を解

く鍵はどこにあるのか、いかに対象の構造を見抜いていくか、看護の方向性を定め問題が

解決できることを述べている16）。ここからは、ナイチンゲール看護論の継承・発展である

『科学的看護論』が、実践とのつながりをより確かなものにし、深化発展してきたことが

わかる。

　次に、理論の創出者が辿った過程を、看護理論を学ぶ者がどのように修得していこうと

しているのか、理論を学び使い手となるにはどのようなプロセスを経るのか、看護職者や

学生の認識を扱った研究の検討を行った。結果をもらい受けるのではなく、その過程をも

らい受けることが、理論を自己の認識の中に育てていく力となり得る、と考えたからであ

る。

2）看護理論をもとに看護を展開する看護者・学生の認識を扱った研究

　看護理論を据え看護を展開する学生の認識を扱った研究として、末吉真紀子は、臨地実

習で初めて患者を受け持った学生が、看護過程を展開する上でどのような思考のプロセス

をたどるのかといった、初学者の看護過程における認識の特徴を明らかに・した。ここから

は、学生のまだ専門職者としての見つめ方が定まっていない認識が看護職者として成長し、

主体的に看護を展開していくための視点が述べられている17）。特に看護するためにつかん

だ患者の反応の意味を対象特性と重ねて捉えなおすことで、看護上の問題が明確になる点

に示唆を受けた。

　次に、看護理論を据え看護を展開する看護者の認識を扱った研究として、永田亜希子は、

患者像と立場の変換に焦点をあて研究を行った。その中で、人間の健康的なあり方や人問

の持てる力といった知識が呼び起こされて、患者の事実とつながり、患者像が立体的とな

り目標像が描かれたことを述べ、看護者としての認識が発展していくありかたを述べてい

る18）。諸江由紀子は、不全感の残る看護過程における看護者の認識を分析し、対応困難時

と対象によい変化がもたらされたときの看護者の認識をモデルを用いて比較し、その着眼

5



点と判断過程の特徴を浮き彫りにしている19〕。特に、専門職としての認識の発展として、

「専門家としての像で問いかけることによって、矛盾の存在を示す事実が五感から飛び込

んでくる」という指摘や、「不全感を感じている認識を客観視し、自己評価して課題が明確

になると認識が発展する」という点に刺激を受けた。小笠原は、対応困難時の認識の構造

を抽出し、看護婦の認識が変化し方向性を見出したときの特徴を取り出している。その中

で、バラバラに部分に着目していた認識が、つながりを見つめまとまった像へ、そしてプ

ロセスを見つめようと変化し、患者にとってプラスになる材料や、持てる力に着目しよう

としていることを読み取った20〕。以上の文献からは、看護理論に基づき看護を展開してい

く看護者の認識が発展していくための示唆を得ることができた。

　教育の現場では、中野栄子が「看護実践方法論に関する研究」として、「看護診断を用い

る看護過程展開方法」と「科学的看護論による看護過程展開方法」との事例を用いて思考

過程を比較検討している。中野は、科学的看護論による実践方法論を用いたときに、対象

者に迫る実感をもてたものの、看護診断を用いると対症看護に終始してしまうのはなぜか、

という問いをもち、看護診断では部分の問題に対する看護の提供であり、科学的看護論で

は、対象の全体を見据えて看護上の問題を取り出し、立体的に看護計画を立案するという

特徴があることを報告している。しかし、科学的看護論にもとづく展開でツールを使いこ

なすには、諸科学の幅広い知識を必要とするし、立体的な関連を把握する訓練の必要があ

るので、より難しいことが考えられる、と指摘している21〕。

　以上より、看護理論を基盤に看護を展開している看護者や学生の認識を扱った研究から、

その特徴や発展過程に関する指針、理論の有用性や適用の困難性などの示唆を得ることが

できた。しかし、理論の使い手となるプロセスや、理論の習熟や修得・適用というところ

には踏み込んでいなかったために、さらに検討を重ねた。

　3）理論の修得過程に関する研究

　戸田22〕～24〕は、理論を学んだ後、実践で不全感を残す体験をしたことから、学生が看護

の実践方法論を修得していく過程において、その認識がどのように形成され発展していく

のか、に焦点をあてて研究を行っている。その過程には、段階的な発展過程があることを

とらえ、過程的構造の6つの概念（＜観察能力＞＜対象認識能力＞＜立場の変換能力＞＜

表現能力＞＜感性的自己評価能力＞＜理性的自己評価能力＞）を明らかにした。そして看

護一般をもとに表象をとらえることができると、主観的解釈や、医学的病気観が修正され

ること、感覚的自己評価から看護の目的に照らした理性的段階で自己評価できることなど、

看護理論の表象化の意味についても言及し、理論の表象の効果的な活用が看護職者への認



識の発展を促すことを述べていた。さらに、「学生の看護職者への認識の形成には、看護学

的理論を必要とする。その認識の発展過程を進めていくためには、具体的な現象をもとに、

自力で表象し、理論的な根拠へと抽象化を進める授業が不可欠である。また一般的な理論

を用いて現象の意味づけをし、具体的なケアの方向を見出していく頭脳の訓練を行うため

の教育学的理論が必要であり、その両方が相まって学生の認識の発展が促される」と述べて

いる。さらに、戸田は、その過程的構造を、「看護実践能力概念モデル」として示し、この

モデルを念頭に置き、学生の看護過程を展開していく能力を育む方法について述べていた。

　猪狩崇は、理論を学び、理論の大枠はわかっていてそれを実践現場に出て取り組んでみ

るとうまくいかなかった体験から、理論の適用過程の習熟が必要と考え、自己の看護過程

を分析し、看護理論の再措定を試み、理論の使い方の方法論的知見を探る研究を行い、理

論の適用・再措定の知見を導き出している。その中で、看護実践方法論の骨格にあたる「三

重の関心」と実践の事実との照合から、看護理論とのつながりを見出していた。また再措

定の知見として、看護過程の客観視を行い自己評価を行いその結果を次の実践に役立てて

いくこと自体が、理論を自分の実力と化していくための過程である25）、と述べていたが、

そこに介在しているものや内容を、読み取ることはできなかった。

　和住淑子は、方法論の学習と適用の間には個々の人間の修得過程が介在していることに

着目し、対象の構造に見合った対象認識能力が身につくことを方法論の修得とし、その構

造を明らかにしようとしていた。その中で、看護現象は重層的な人間関係を内包している

ので、看護職者の対象認識は、看護現象を自己の位置から描き出しやすい傾向があり、看

護過程を発展させるという一貫した目的意識に照らして統合されにくい傾向があることを

指摘している。そこで、方法論の修得過程は、異なる傾向を持つ看護職者問の相互研鎖を

繰り返すことによって促進できると思われる、と報告している。そして方法論の適用は、

最終的には個々の看護職者の対象認識能力の発展に委ねられる26〕、と述べていた。ここか

らは、修得過程における障壁とそれを克服していく研鎖の方法、認識の偏りを意識化して

いくためのツールの活用に関して示唆を受けたが、対象認識能力の発展の中身にまで踏み

込んでいなかったために、方法論の修得が進むための知見を読み取ることは出来なかった。

　以上の文献検討の結果、看護理論を使い、看護者や学生の認識が発展していく研究は数

多くなされていることはわかったが、理論を学び実践に適用できるようになるプロセスに

ついての研究は、未だ少ないことがわかり、筆者の問題意識に答えてくれるものは見つか

らなかった。よって、本研究に着手した。
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第I章研究目的

1　研究目的

　看護理論の修得に取り組んでいる看護者・看護学生の、看護実践における認識の変化

の性質を分析し、看護理論の修得過程における共通構造を可視化する。

2　本研究の前提と理論枠組み

　本研究は、看護者と患者とのかかわりを原基形態とする看護現象の事実から論理を

抽き出していくという科学的な立場に立っている。本研究の前提として、ここでいう

科学とは、自然科学などの狭義な意味を指すのではなく、また「体系的であり、経験

的に実証可能な知識」（広辞苑）27〕を指すのでもなく、「対象である事実の構造に分け

入って、その構造が把持している性質を、一般的論理性として把握し、それを論理と

して導き出し、その論理を法則にのっとって一般化し体系化した認識である」28）とい

う立場に立ち、科学的な理論とは「現象にひそむ法則性を発見して一般化し、体系化

した認識」29）を示すものとして扱う。ある領域が一つの学問領域としてその専門性を

打ち立て、社会に認知されていくためには、まず、起こっている現象に疑問を持ち、

その問いを追究することから始まるといわれている。そして目的意識を持った人間が

対象を特定し、取り組みの方向性を定め、その内部の構造を探求していくことで次第

に論理を浮上させて体系化し、他と区別されるその領域が確定されていく。ゆえにこ

こにいう看護理論とは、看護現象が科学的に体系化された認識をさし、明確な目的論・

対象論・方法論をその構造に内包している理論、としてとらえている。そしてここで

は、科学的な理論の構造である目的論・対象論・方法論を内包しているナイチンゲー

ル看護論に立脚した。ナイチンゲール看護論は、複雑かつ多様な形態をとって進行す

る現実のありかたを詳細に記述し、その現象形態から個別性や特殊性を捨象しながら、

直接目に見えない内部構造を論理的に追究し、まさに科学としての原理的解明の方法

論そのものである、と言われており、また人間の健康を矛盾の調和したあり方として

とらえており、そこから生活過程を整えるという看護の原理を引き出し得た特徴を持

っている30）。そこで、ナイチンゲール看護論の継承・発展を重ねている薄井の『科学

的看護論』31〕に理論的基盤をおいた。なお、認識に関する理論は、人間の認識を科学

的に扱えるものとして、三浦の認識論32〕、庄司の三段階連関理論33〕を前提にした。



3　主な用語の概念規定

看護　生命力の消耗を最小にするように生活過程を整えることである3・〕。

生活　人間が自己の脳に支配されて他の人間と直接的・間接的な社会関係を維持しつつ

　　　営む生存過程そのものをいう35）。

健康　人間がその生活過程において持てる力を最大限に活用している状磁を指す36）。

認識　認識は、外界を像として映し出す脳細胞の働きで、外界の事物・事象が、五感器

　　　官を通して脳細胞に反映して描かれた像である37〕。この像は、五感情像でもあり、

　　　感情をも内に含んでいる。像は反映像にとどまらず、問いかけによって合成像を

　　　形成し発展していく。認識には抽象の度合いによって、具象的なもの、抽象的な

　　　もの、および半抽象的なもの、の三段階に区分けすることが出来る。その立体的

　　　な構造は、＜現象的・個別的・感性的な認識の段階＞、＜表象的・特殊的な認識

　　　の段階＞、＜本質的・一般的・理性的な認識の段階＞があり、段階的な構造が含

　　　まれている38）39〕。

認識の変化

　　　看護者の頭の中に形成されている像が変化していくプロセスを過程として取り扱

　　　う。

看護の過程的構造

　　　看護実践は、看護するという目的意識をもった看護婦（人間）が、対象とした人

　　　間に看護上の問題を発見し、それらの解決の方向性を探り、より健康的な生活を

　　　創り出す手段を選びながらかかわっていく過程である。40〕

看護理論の修得過程

　　　看護理論に導かれた看護実践として看護を展開することを修得していく過程。今

　　　回適用している理論は、r科学的看護論』の実践方法論である。さらに、修得過程

　　　とは、理論を再措定していく過程を指し、「知ってはいても使えなかった理論が、

　　　自己の体験から抽象した理論へと変わり、その後の実践では意識的な対応に近づ

　　　くように導いてくれる過程」41〕を歩むプロセスのことを指す。本研究では、知っ

　　　てはいても使えなかった理論が、自己の体験を通してわかり方が深まり、看護で

　　　きたという実感が得られた過程、つまり理論を適用できるようになった過程を指

　　　す。

9



　4研究への準備

　筆者は大学院に入学後、理論学習と並行して、TA（ティーチングアシスタント）として

の学生の指導および医療現場での研修を計画的に行った。

　学生の指導は、グループ学習形態で行われる。基礎看護学領域の授業に、1グループ（6

名）の学生を受け持ち、1年次の「看護学原論」・「看護方法I（看護基本技術I）」、2年

次の「看護方法I（看護基本技術I）」と「臨地実習I（以下基礎実習とする）」、3年次で

は「看護方法皿（基礎実習Iの振り返り）」において指導者として専念した。そして学生が

どのように看護理論を学び修得していくのか、そのプロセスを共に辿りながら、筆者自身

も理論学習を深めた。医療現場での研修は、授業のない期間に病棟に入り、研修者として

患者を受け持ちケアを行った。
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第I章研究対象および研究方法

徽　A大学院入学後、理論を再学習した研究者の看護実践における認識
　B　本学入学後より理論を学び始めた2年次学生の基礎実習における認識

　　以下A（研究者）、B（学生）と表示する。

研究方法

1　資料の収集

　（1）資料の収集期間

　　　A（研究者）2000年　△月15日～　口角1日までの約3週間。

　　　B（学生）　2000年　△月26日～　口角2日までの5日間。

　（2）資料の収集方法

　A（研究者）

　　　　看護チームに参加し、看護者として患者を受け持ち、看護を展開した。患者との

　　　　やりとりや患者の反応はメモをとり、その日のうちに日々の患者の経過や関わり

　　　　の実際をr実践記録」として記述した。また、自己の看護実践から、気になった

　　　　場面や特に印象に残った場面は、看護の原基形態に沿った「プロセスレコード」

　　　　として再構成し、以上を資料とした。

　B（学生）

　　　　学生は、実習指導者（研究者）が選定した患者を受け持ち、看護を展開した。学

　　　　生はその日のかかわりで印象に残った場面について記述した「実習記録」および、

　　　　特に印象に残った場面を起こしたrプロセスレコード（看護過程記録）」、実習の

　　　　振り返り講義（看護方法皿）のワークで新たに追加された事実を含む「5日間の

　　　　看護過程記録（看護サマリー）」を提出し、以上を資料とした。

2　研究素材の作成

　看護場面を切り取るために、「場面に至る状況」「プロセスレコード」「タイトル」「場面

の意味」の項目を持つ素材フォーマットを作成し、以下A・Bの要領で記入する。

A（研究者）

　（1）資料を精読し、患者によい変化が現れ、患者と関わった看護者の認識が変化した

　　　　場面（プロセスレコード）を選ぶ。

　（2）選定した場面が、時の流れに沿いながら患者の変化の事実が記述されているか、
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　　　場面や状況が第三者に描けるように記述されているかを吟味し、加筆・修正する。

（3）さらに状況が再現できるかどうかを、方法論の修得レベルの高い段階にある看護

　　　学研究者に提示し、不十分であると判断されたところは修正を行って、研究素材

　　　とする。

（4）研究素材をまるごと客観視しながら、対象の変化の事実を押さえてタイトルを付

　　　け、プロセスレコードの下に作成したrタイトル」の欄に記入する。

（5）この場面はどのような看護過程といえるのか、を大づかみに捉え、「場面の意味」

　　　を該当欄に記入する。

B（学生）

（1）資料を精読し、患者によい変化が現れ、学生が自己の認識の変化を自覚し、記述

　　　している場面を選ぶ。

（2）選定した場面を、「対象の言動・状況（学生が捉えている患者の事実）」「学生は

　　　どう感じどう思ったか」r学生はどう行動し、表現したか」の項目を持つプロセ

　　　スレコードとして再構成し、以下の条件が満たされているか吟味する。

　　①対象の変化の事実が記述されている。

　　②対象の変化の事実に対して、学生が事実をどのように捉え、どのように判断し表

　　　現しているか、という看護者としての思考のプロセスが明記されている。

　　③時の経過にそって記述されている。

　　④場面や状況が描けるように記述されている。

（3）　（2）の条件が満たされていない場合、学生に事実関係の確認を依頼し、プロセ

　　　スレコードを加筆・修正する。

（4）修正したプロセスレコードを、学生に提示し確認する。さらに状況が再現できる

　　　かどうかを方法論の修得レベルの高い段階にある看護学研究者に提示し、不十分

　　　であると判断されたところは再度学生に確認し修正を行い、研究素材とする。

（5）研究素材をまるごと客観視しながら、対象の変化の事実を押さえて、プロセスレ

　　　コードの下に作成した「タイトル」の欄に記入する。

（6）この場面はどのような看護過程といえるのか、を大づかみに捉え、「場面の意味」

　　　を該当欄に記入する。

以上より、A・Bの素材の概要を、「患者紹介」「場面の概要」「看護者の認識」の項

目を持つ　覧表を作成して記入し、【素材の概要一覧】とする。
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3　分析方法

　1）転換点を見出す

　　　　　素材を精読し、場面（局面）毎に、記述された事実関係の全体をたどりながら

　　　　対象の変化を追い、看護者の認識が変化している点（転換点）を押さえ、素材フ

　　　　ォーマットの最下部の「転換点」の欄に記入する。

2）各場面（局面）の看護者の認識の変化の性質を明らかにする。

　（1）r患者の言動・状況」r看護者の認識」r看護者の言動・状況」の項目を持つプロセ

　　　　スレコードに「後で振り返って想起したその時の判断や像」、「看護者の認識の変

　　　　比とその判断根拠」の項目を追加した分析フォーマットを作成する。

　（1）　「後で振り返って想起したそのときの判断や像」を思い起こし、分析フォーマッ

　　　　トの該当欄に記入する。

　（2）看護者の認識（頭脳の働かせ方）の変化を述べ、なぜそのような認識（思考過程）

　　　　の変化が起こったのか、認識の変化の根拠となる概念や認識の変化を媒介として

　　　　いる概念を、r看護者の認識の変化とその判断根拠」の該当欄に記入する。

　（3）以上から、対象を見た看護者が、対象の何に着目し、どのように感じ考え、どの

　　　　ように判断し、行動しているのか、看護者の認識の変化に着目しながら「看護者

　　　　の頭の働かせ方の事実」として取り出し、分析フォーマットの下の欄に記入する。

　（5）r看護者の頭の働かせ方の事実」から抽象度をあげ、この場面の看護者はどのよう

　　　　にイメージをしているのか、その性質を抽出し、「看護者の頭の働かせ方のイメー

　　　　ジ、表象像」の該当欄に記入する。

　（6）以上より、「看護者の頭の働かせ方のイメージ、表象像」からさらに抽象度をあげ

　　　　つまりどのようなことといえるのか、看護者の認識の変化の性質をr看護者の頭

　　　　の働かせ方の抽象像」の該当欄に記入する。

3）看護理論とのつながりをとらえる。

　　看護者一患者のかかわりの過程を、場面全体を通して眺め、患者が自力で解決でき

　ない問題がどのように解決されていったのか、看護実践方法論に照らし吟味する。さ

　　らに、場面全体にどのような法則性が潜んでいるかを抽出し、看護理論とのつながり

　　を吟味する。以上を分析フォーマットの該当欄に記入する。

4）看護理論の修得過程のポイントをとらえる。

　　　2）より、看護者の認識の変化の性質から、看護理論を修得していく上でのボイン

　　トをr看護理論の修得過程のポイント」として抽出し、分析フォーマットの最下部の

　欄に言己入する。
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5）看護理論の修得過程の共通構造を抽出する。

　　看護者と学生の看護理論の修得過程のポイントから、看護理論の修得過程の共通構

造を、以下の方法で吟味し、抽出する

（1）看護者の看護理論の修得過程のポイントに通し番号をつけて一覧にし、それぞれ

　　の場面を想起しながら、この看護者は看護理論が修得できたといえるであろうか？

　　そのときの認識はどのようになっていたであろうか？という観点から内容を吟味

　　し、共通性を取り出す。

（2）学生の看護理論の修得過程のポイントを一覧にし、通し番号をつけ、（1）と同

　　様に共通性を取り出す。

（3）（1）・（2）より、どのような共通性があるのかを吟味し、共通構造を抽出する。

《本研究の信頼性・妥当性の配慮》

　なお、資料から研究素材を作成する過程、および分析過程については、本研究方法論の

エキスパートのスーパーヴィジョンを受け、信頼性・妥当性を確保した。

《本研究の倫理的配慮》

本研究は看護過程を展開した自己と学生の認識を対象としている。研究に取り上げるに

当たり、以下の点に配慮した。

（1）個人が特定されないように記号化し、研究に必要な最低限の情報のみを用いた。

（2）研究終了後、個人情報に関わるデータは、散逸しないようにシュレッダーにかけ処

　　　理をした。

（3）実践内容を研究に用いることは、病院看護部長の承諾を得ている。
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第皿章研究結果

1　資料

研究者が患者と関わった経過について、「経過一覧（A氏）」として資料1に示した。

2　研究素材

　　1）作成した素材フォーマットを表1に示した。

　　2）作成した研究素材は、A研究者：3場面6局面、B学生：1場面1局面、合計4

　　　場面7局面であり、資料2「素材1～4」として巻末に示した。

　　3）研究素材としたr素材の概要　覧」を表2とした。

3　分析結果

　　1）作成した分析フォーマットを表3に示した。

　　2）分析フォーマットに記入し分析した結果を、「分析1～4」として表4に示した。

　　3）分析の経過

A研究者：素材1～3は、研究者と患者とのかかわりの場面である。

【患者紹介】60代後半、男性（161㎝、38kg）、肺がん。62歳で左肺がんが見つかり部分

切除、化学療法・放射線療法を行い、食道気管支度を形成する。食道気管支度は閉鎖術を

して塞ぎ、胃ろうを造設した。現在は「もうこれ以上の治療はできない」と言われ、大学

病院から一般病院に転院し、ターミナル期にある。家族は妻と二人暮らし。

【素材1】

　素材1は、「受け持ち二日目“なかなか思うように回復がいかない”とうつむいていた患

者に看護者がかかわると、“シャワーでもできるかな”」と表現した看護過程である。この

過程の看護者の認識は、「最初、患者の元気がない様子が気になり、回復していくことが難

しいな、と感じていたが、途中から“大丈夫”と安定してかかわりを持つことが出来た」

と変化した。そこで、この看護過程における看護者の認識の変化を分析し、その結果につ

いて述べる。

（1）看護者の認識の変化

　この日看護者は、訪室後患者が看護者に手を挙げ挨拶を返したことや、「ひげをそってい

る」ことを見ている。そして「自分で歩き」、「ラジオ体操で手が上がっていたこと」、「足

取りにふらつきはない」などを観察している。しかし、「下を向いてベッドに座っている」

姿が気になり、前日の患者の「回復がもどかしい」という言葉や「3年がかりの病気、こ
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れまで頑張ってきた報酬がこれか」という言葉、PCU（緩和ケア病棟）へ転棟の話があっ

たこと、を思い出している。そして「きつかったですね」や「体に自信もあったのでしょ

う？」と声をかけると患者はうなずき、看護者は「一向によくならない体だと思っている

のかな、でも回復にむかっている」と感じている。

　この場面の看護者は、患者の体調のよい変化に着目しているが、患者のうなだれた様子

や方ない言葉から、心の状態が気になっている。なぜ気になったかと考えると、人間は統

」体として心と体がうまくバランスがとれ調和が保たれた存在がよい状態であるという認

識があったために、そのアンバランスが気になったと思われる。このことから、看護者の

認識に、調和が保たれた人間の像が描けていると、着目した事実や変化が位置づけられ、

どこが不調和なのか見えてくることがわかる。

　そして「今が一番調子がよいのでは・・」、と話すと、患者は「ぼちぼちしかいかん」「な

かなか思うように回復がいかん」と口にした。看護者は、自己の療養体験を思い出し、「一

気にはいかないものですよね」と声をかけた。すると患者はrかぜを引いたときは、かぜ

は治ってもその後の回復が難しいんだな。治療は出来ても・・」と反応が返ってきた。

　このことは、今の状態を伝えた看護者が、患者の言葉から、回復の歩みがゆっくりであ

ることに着目し直し、回復のプロセスには時がかかることを伝え、患者は治療から現在ま

での時を見つめて話している。即ち、両者が回復のプロセスを話題にしていることを意味

している。つまり、看護者が患者の表現している意味内容を察し、その意味内容にそって

対応することによって、両者の認識が重なり合うように変化した。

　すると看護者は、治療が終わった後の体がついてくることの難しさや、傷ついた体は目

に見えて回復していくが、気持ちがついていかないこともあることや、生活していくには

その両方が必要で、その両方のバランスが取れないときに、自分が壊れそうになった体験

を思い出している。また、患者の体重38kgという体力も落ちた体や、やっとひげそりな

ど日常生活が自力で行えるようになった患者像や、がん患者が、生活を組み立てなおして

いくことが難しいと感じている話や知識、そしてリハビリがうまく進まず、「もう自分はダ

メじゃないか」と涙ながらに語った患者を思い出し、不自由な体と折り合いをつけながら

生活していくことを思い、「生活するように心も体も回復していくって難しいですよね」と

言うと、患者は、「そう、そう」と顔を挙げた。

　この場面の看護者は、治療すれば元の生活に戻るというわけではない、という患者の状

況と自身の療養体験とが重なり、リハビリが進まない他の患者像も呼び出され、治療は終

わっても不自由な体と折り合いをつけながら様々な思いを抱えその後の生活を生きていく

過程があることをイメージしている。このようにイメージを膨らませることができたのは、
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治療とは、生体に働きかけ治癒を促すが、人間が生きて生活をしていくということは、日

常生活の細々としたところで体の機能を活用することが必要であり、人問は心と体がうま

く調和が取れた状態が健康のよい状態であるから、心と体が切り離されることなく好転し

ていきながら初めて生活が可能になるという、回復のプロセスのイメージ（意味）を、実

体験を通してつかんでいたからであると考えられる。すると、対象の位置からの像が膨ら

みやすくなり、もとの生活に戻ることが難しいことが追体験でき、患者が思い悩んでいる

焦点が見えてきた。つまり、今だけではなくプロセスで見つめていると、患者の状況と看

護者の体験や呼び出し像が重なり、生活する像が膨らんできた。さらに、治療するとは、

生活するとは、健康のよい状態とは、がつながると、対象の位置からの回復（生活）のイ

メージがより鮮明になり、問題の構造が焦点化されたことがわかる。

　次に、「そう、そう…　」と顔を挙げた患者を見て、「そうだよね。でも大丈夫、だか

ら看護が必要」と思った看護者は、「Aさんは、昨日は自分で爪が切れた。今日はひげも剃

ることができた」と伝え、看護者自身の入院生活でお風呂にも入れなかった体験、爪も切

れなかった体験を話し、気持ちは焦ったし、そう簡単には体がついてこない、と話すと、

うなずきながら聞いていた。そして、「でも、考えていてもなるようにしかならない、と開

きなおって…　」「初めて足の爪が切れたときは嬉しかった！」「お風呂に入れた！！と

喜んだ！」などを伝え、“やっと一つ一つのことができるようになった”気持ちや“当たり

前と思っていたことができるようになった喜び”を感じ、「Aさんもこれから少しずつでき

るところを増やしていきましょう」と言うと「日曜日にはシャワーでもできるかな？」と

話した。そして、誰かの介助があればできることを伝えると、患者はうなずき、その後患

者は眠り、目が覚めると「気持ちよかった…　」と言った。

　この場面の看護者は、病気や事故など身に降りかかる大きな出来事であった場合、自分

ひとりでは太刀打ちできず、自分で自分を立て直すことが難しいということも感じながら、

「でも大丈夫」と思っている。その背後には、看護者が、患者の現在の状況と看護者の入

院時の状況と重ね合わせ、日常生活がうまくいかない状況を見つめながらも、その後のよ

くなっていくプロセスを描いている。そこには、今は治療もしておらず、日常生活が一歩

一歩できるようになった患者像や、人問は日常生活のこまごまとしたことが整えられると、

生きる力になっていくという自身の体験や、人間は常に癒そうとする自然の力が働いてい

る、という一般性が結びつき、援助があれば日常生活が確立していくという見通しが立ち、

揺るぎないものになっていることがわかる。つまり、患者の位置から、よい状態に変化し

ていくプロセスが見え、人間の生きる力（常に癒そうと働いている自然の力）を促進させ

ていく像が描けると、援助の見通しが立つことがわかる。
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　また、このときの看護者の像は、最初、目の前の患者の一歩一歩の歩みをイメージする

中で、過去の療養中の自分に引き戻され、何も出来ないでいた時の辛さやはがゆさや焦り、

考えてもどうしようもない思いなどにぶちあたりながらの像で、心や体の在り様を描いて

いる。そして、完全に元に戻った生活の像ではなく、元の生活に戻っていく過程の一コマ

ーコマの像であり、少しずつできるようになっていった像を描いている。すると、うなず

きながら聞く目の前のAさんの、今やっと足の爪が切れるようになったばかりの状況と、

初めて足の爪が切れた看護者の思いが重なり、お風呂に入れた体験も涙が出るほどの嬉し

さを感じた体験を思いだし、感情が揺さぶられ胸に迫ってきた。このように像が描けたの

は、回復をプロセスで見ているからであり、これまでの患者のよくなっている変化の事実

を伝え、これから先の回復のプロセスを看護者の療養体験で伝えることもできた。さらに、

プロセスで見ていると、自己が“もう一人の自分”を作り出し、療養中の自己に戻ること

ができ、Aさんと重なる事実からAさんへの追体験を可能にしていったことがわかった。

このようにして、看護者の認識が、患者の体のありようとそれにっながる心のありようを、

まるで我がことのように感じ取れると、関わりが深まり、ケアの方向性が定まった像へと

作り変わっていった。つまり、観念的に分裂した自己が、対象と自己との重なる事実があ

るとそれをきっかけに、より豊かな追体験ができ、感情がゆさぶられ、相互浸透が進んだ。

（2）看護理論とのつながり

　この場面で患者が看護者との関わりの後で眠りについたのは、“体調はよくなっているの

に心が下向きである”という心と体の対立が、回復のプロセスを描くことを通して安心し

て自己の経過を見届けることが出来、調和的に解決された、と考えることが出来る。つま

り、患者と看護者が相互浸透したことによって、患者の力が抜け、自ら調整出来たことを

示していると考えられた。このことが、対立の構造を見出し、患者と共に解決した看護実

践方法論の修得のプロセスの現れであると理解した。

　さらに、この場面の全体を通してみると、患者に関心を注ぎ、今の気持ちをわかろうと

声をかけては患者はうなずき、また声をかけては反応を見る、という一つ一つの繰り返し

の中で、徐々に進む過程を通し「量質転化」が起こり、互いに浸透してきて「相互浸透」

が起こったことがわかる。同時に、看護者は患者の位置に移りながら、看護者の位置に戻

るという過程、患者も看護者の位置へと移りながら患者の位置に戻るという過程、すなわ

ち「否定の否定」も起こっていた。これが、看護理論の根本矛盾である自己と他者の対立

を調和的に解決する方法であるとわかった。
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（3）以上より、看護理論の修得過程のポイントをまとめると、次のようになる。

①看護者の認識に、調和が保たれた人問の像が描けていると、着目した事実や変化が

　　位置づけられ、どこが不調和なのか見えてくる。

②対象が表現している意味内容を察し、その意味内容に即して考えていくと、看護者

　　の認識も変化していく。

③今を見つめている認識から、プロセスを見つめている認識に変化すると、看護者の

　　体験や経験が呼び起こされ、対象の生活する像がより膨らんでくる。

　　また対象の表象像がより鮮明になると、問題の構造が焦点化される。

④対象の位置から、よい状態に変化していくプロセスが見え、人問の生きる力（常二に

　　癒そうと働いている自然の力）を促進させていく像が描けると、援助の見通しが立

　　つ。

⑤観念的に分裂した自己が、対象と重なる事実があると、それをきっかけに、より豊

　　かな追体験ができ、感情がゆさぶられ、相互浸透が進んでいく。

【素材2】

　素材2は、「患者を受け持ち6日経った頃、胃の不快感を訴え、眉間にしわを寄せ一日

中臥床していた患者が、不快感が軽減し、8日目には病室でパン作りを行い、1o日目には

外泊をして、散髪屋まで歩いていくことが出来た」という看護過程である。この過程の看

護者の認識の特徴は、「最初不安定な気持ちで関わっていたが、途中から次々と頭が動き出

し、安定して闘われたという実感を持つ」という変化があった。そこでこの看護過程にお

ける看護者の認識を、変化した局面に分けて分析し、その結果について述べる。

【素材2一①】

（1）看護者の認識の変化

　この局面は「食物が入っていかない感じがする」「栄養もご飯もやめた」という患者の言

葉から、看護者は“おなかが痛いのか、胃が痛いのか？’’“辛いのは心か体か？”“心配な

ことは何か？”　と思っている。患者はr（心配なことは）ない」と言い、看護者は黙った

まま退出している。

　つまり、この場面の看護者は、自分の位置から対応を探し、あれかこれかの見方で、病

状として見つめ、問題の原因をとらえようとしており、関わりの方向性が定まっていない。

　次に「むかむかするんだ、調子が悪い」と話す患者を見た看護者は、患者の表情などか

ら、必死に助けを求めていると感じとって、“どうしたらよいか”と考えている。そこで、
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患者の発熱と下痢でr悪くなったり、悪くなったりだ」という言葉やr3年がかりの病気」

などの言葉、そして腹痛をきたしてもじっと頭を抱え込んでいた姿やPCUに転棟になっ

たことを思い出し、“このままでは回復を応援していくことはできない、この患者に何が必

要か”と考え、“患者の頭の中に明るいイメージができれば自然の回復力が働くはず”と考

え、爪もみやマッサージを始めている。

　この場面の看護者は、患者を不快の状況と見て取り、また「発熱や下痢」、「腹痛」など

の症状から生きる力を落としていることや、「PCUに転棟になった」ことからも今の生命

力がかなり狭まっている段階にあることを見ている。また、PCUに転棟のとき「表情が動

かず言葉も出なかったこと」や、「腹痛があってもナースコールも押さずにじっと頭を抱え

こんでいる姿」から、Aさんは、自分から助けを求め表現する人ではないので、こちらか

らよい状態の環境を作りだそう、などを思い浮かべている。つまり、“どうしたらよいか”

と考えていた在り方から、患者の事実をつなぎその意味をとらえると、患者の位置に移り

“何が必要か”、と立場が切り替わることがわかる。そして、“少しでも気持ちがいいこと

を”“爪もみや手のマッサージ”と緊張をとり快を高める実体へのケアを行いながら　“頭

の中がもっと明るく楽しくなっていくように”と、認識に積極的に働きかけていった。爪

もみや手のマッサージは、副交感神経を優位にし、毛細血管を拡張させ血液を十分に行き

渡らせるので、消化管の血流を良くし食物を受け入れる準備を整えることができ、不快を

軽減できると思い描き、ケアを始めている。また、患者の頭の中に明るいイメージができ

れば自然の回復力が働くはず、と考えたのは、患者の頭の中には下り坂のイメージで病気

で一杯の像が浮かんでいる、ととらえ、そのときの苦痛や気持ちを探ろうとしている。つ

まり、実体と認識の両方から働きかけることで、不快を軽減し、快を促進させていった。

そのように頭を動かした根拠には、人間の心と体はつながっている、というイメージがあ

ることがわかる。このときも、看護者の位置から患者の位置に立場が切り替わっている。

さらに、“少しでも気持ちがいいことを”、“もっと明るく”という発想は、不快を取り除こ

うとしている発想ではなく、快と不快のバランスを見て、その調整を図ろうとしている見

つめ方に変化していることがわかった。

　以上のことから、看護者は、立場の変換を行いながら実体と認識の両方に快の刺激を送

ろうとしたことがわかる。“看護者としてどうしたらよいか”という不安定な気持ちは、自

分の位置から有効な手段を判断できなかったためであり、対象の位置から像の性質を読み

取ると、人間は常に統一体として調和が保たれている存在であるから、何が不調和なのか

が見え、整える方向性が見えてくることがわかる。

　さらに「もっと頭の中が楽しくなっていくことはないか？そうだ！」と「家に帰ったら
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やりたいことがあるんだもんね」という妻の言葉を思い出し、r家に帰ったら何か趣味があ

るようなことをおっしゃっていたけど、何ですか？」と尋ねると、「ガラスリッテン」と答

え、定年後からの趣味を生き生きと話し始めた。“第3の人生、まさに自分のやりたいこと

に向かってチャレンジ”と思った看護者は、“素敵だな”という思いが湧き上がり、「見て

みたいな」とつぶやくと「見せてあげたいな」いう反応が返ってきた。

　この場面の看護者は、生活での楽しみが何かないか？とイメージし、明確になった方向

性を持って、それに関連する患者の事実を使いながら関わりを進めた。生活での楽しみを

尋ねた看護者の頭の中には、人間は生活の中で創り創られることをイメージしていること

がわかる。さらに、発達段階を重ねてこの人を見ているから“素敵だな”いう思いへつな

がり、患者からは自分の思いだけでなく他者への思いが現れてきた。つまり、生活を土台

にして発達段階を重ねてみたときに、その人らしさがよく見えるので、対象をより近くに

描け、関わりが深くなり発展していったことがわかる。

（2）看護理論とのつながり

　この場面で「むかむかする。調子が悪い」と言っていた患者が、仕事や趣味の話を生き

生きと語り、「見せてあげたい」と言ったのは、患者の実体と認識の両方に起こっていた「快」

と「不快」の対立が解決できたからであろう。つまり、実体も認識も「快」と「不快」の

バランスが取れるようになると、患者は本来自分の中にある力を外に向けて出していくこ

とが出来た、と考えられる。このような思考のプロセスが、対立の構造を見出し、患者と

共に解決した看護実践方法論の修得のプロセスの現れであると理解した。

　さらに、場面全体を通してみると、最初問題の原因を探求していた看護者が、このまま

ではダメだと気がつき、患者の位置から“何が必要か”と考え方向性を定め、体に気持ち

がいいことを、もっと頭の中が明るくなるように…　、と快の刺激を重ねて（「量質転化」）

関わっていった「否定の否定」のプロセス、すると患者が生き生きと語り始めたことに驚

き、感動しながら、患者の思いが徐々に浸透してきた「相互浸透」一のプロセスが起こって

いることがわかった。このことが、看護理論の根本矛盾である自己と他者の対立を、調和

的に解決する方法であるとわかった。

（3）以上より、看護理論の修得過程のポイントをまとめると、次のようになる。

①“どうしたらよいか”、と考えていた在り方から、患者の事実をつなげその意味をとら

　　えると、患者の位置に移り、“何が必要か”と立場が切り替わる。

②看護者の位置から対象の位置に移って見つめると、そのときの苦痛や気持ちを探ろう
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　　としていることがわかる。

③対象の位置から像の性質を読み取ると、人間の統一体としての調和に向けて、何が不

　　調和なのかが見え、整える方向性を見出すことができる。

④着目した事実を、病状としてみつめ原因を探るのではなく、実体と認識の両側面から

　　そのつながりを見つめ、また不快を取り除こうとするのではなく、快と不快のバラン

　　スを整えよう、という見つめ方に変化している。

⑤方向性が明確になると、それに関連する患者の事実を使いながら、かかわりを進めて

　　いくことができる。

⑥生活を土台にして発達段階を重ねてみると、その人らしさがよく見え、対象がより近

　　くに描け、関わりが深くなり発展していく。

【素材2一②】

　　（1）看護者の認識の変化

　この局面は、午前中不快感を訴え制吐剤を使用した患者に、午後から看護者が、“気持ち

がいいことを少しずつしてみよう”とマッサージをしながら足湯を勧めた場面である。患

者は「いやいい」と言うので、“遠慮しているのかな”と思い「時間があるので持ってきま

すよ」と準備すると、黙ったまま湯に足をつけ、じっと足元を見つめていた。その姿を見

て、肩のマッサージを始め“気持ちよくないはずはないのだが、このまま進めてもよいか

な？”と考えr夜寝る前にしてもらったらよく眠れるでしょうね」とつぶやくとrそうだ

ろうな。でもそんなことしてもらったら殴られる」と返事が返ってきた。看護者が「がん

ばってきたごほうびだ」と言うと、患者は一ヨーコ笑っていた。それ以降、患者は足湯の

ケアを受け入れrお願いします」と表現するようになった。

　この場面の看護者は、黙ったまま足を湯につけている患者を見て、不快ではなさそう、

と見て取るが、患者からの反応がないことに、“このまま進めてよいか？”と不安定な気持

ちになっている。　しかし、肩のマッサージを行っているうちに、“なかなか夜眠れず、昨

日個室に移動になったこと”や“「（昨晩）3回ぐらい目が覚めた」”という患者の言葉が思

い出されている。また、「・・してもらったら」とつぶやいたのは、“Aさんは自分からこうし

て欲しい、ああして欲しい、とは言ったことがないな”、などが想起され、もっと看護師た

ちに求めてくださればよいのだがAさんはそれを表現する人ではないこともわかり、こち

らからAさんにとって快の状態になるような状況を創り出そうとしていたことがわかる。

また方向性を定めていた看護者の頭の中には、積極的に患者にとって1央になることを探そ

うとしていることもわかった。
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　つまり、方向性を持ってケアに入った看護者は、患者の実体に続けて認識を見ようとは

しているが、患者にとって良いかどうかが読めないでいる。そこで、かかわりの中で得た

事実や、掴んでいる対象の性質を思い出しながら、それらをつなぎあわせ、方向性に照ら

してみると、像がつくり替わっている。ここで夜寝る前のことを思い出したのは、快の刺

激が加わるとよく休めるであろう、というだけでなく、睡眠が十分にとれないことが人問

にとっていかに消耗させてしまうか（細胞がうまく作り替わらないなど）、気になっていた

からでもあるとわかった。すなわち、生命力を消耗させてしまう事実が看護者の頭に留ま

っていたからである。ここから、目の前の患者の実体と認識をつなげようとする頭だけで

は不安定さを感じ、「看護とは」といった理性的な認識に照らし、これまでの関わりの事実

や対象の性質を呼び起こして、つながりを見出すと、頭が動き出すことがわかる。またこ

のときの頭は「昨日部屋移動」や「昨晩3回目が覚めた」のように、時の流れをつなげて

みていこうとする頭になっていることもわかった。

（2）看護理論とのつながり

　この場面で不快感を訴えていた患者が笑い、断っていた足湯のケアを受け入れるように

なったのは、「不快」の状況にあった実体が、足湯を通し、「快」の体験をしたことから、

夜眠れないという不快を解決できるのではないか、という見方に変化していったためであ

ろう。つまり、足湯をしながら心地よく眠る像を描くことを通し、実体の「快」と「不快」

の対立が、調和的に解決できたためであろうと考えられた。看護者がこのような思考のプ

ロセスをたどることによって、対象の対立の構造を見定めて関わることが、患者とともに

解決する看護実践方法論の修得のプロセスの現れであると理解した。

　さらに、この場面全体を通してみると、看護者の立場から勧めていた看護者が、その立

場を否定し、夜眠れない患者の状況を思い描き患者の位置から必要なことが見えてつぶや

いた「相互浸透」のプロセス、そして患者の位置から再び看護者の位置に戻って快の状況

に向け働きかけた「否定の否定」のプロセス、同時に快の状況を重ねることで患者がケア

を受け入れ笑顔が出るようになった「量質転化」のプロセスが起こっていたことがわかる。

このことが、看護理論の根本矛盾である自己と他者との対立を調和的に解決する方法であ

ると理解した。

（3）以上より、看護理論の修得過程のポイントをまとめると次のようになる。

①対象にとって行っているケアがよいかどうかが判断できないでいるときは、これまで

　　の関わりの事実や対象の性質を思い出しながら、事実をつなぎ合わせ、方向性に照ら

23



　　してみると、像がつくり替わっていく。

②像がつくり替わっているときの頭は、目の前の現象をつなげている感覚的な認識から、

　看護とはという理性的な認識に照らすと、事実が呼び起こされ、つながりを見出すよ

　　うに動いていく。

③同時に、時の流れをつなげて見ていこうとする頭になると、患者と関わり続ける方向

　へ頭が動く。

【素材2・③】

　　（1）看護者の認識の変化

　この場面は、看護者が、前日胃の不快感を訴え制吐剤を使用した患者に、患者の楽しか

った頃の思い出や喜びが蘇って欲しいと思い、患者の職業であるパン作りの話を尋ねると、

40歳から一工員として働き始め、研究開発に携わったことや、「社長賞」をもらったこと

を語り、「誇りに思う」と話した。この話を聞いた看護者は、すごいな、と驚き感動してい

る。さらに、r部下達に賞金で1本ずつジュースを買ってやった」と聞くと、“素敵だ”、

と感じ、「部下は一生忘れない」と言っている。「飲んだら終わり」と言う患者に驚き、「一

生懸命育ててくださった人のことは忘れないものだ」と言うと、患者はしんみりした口調

で「自分が怒っても納得していったもんな…　」とつぶやいた。

　この場面の看護者は、＜40歳から始めた＞＜仕事に誇り＞を持ってきた事実を知り、心

が動いている。これまでも看護者は、患者の仕事の話から“頑張ってきた人だな”という

思いはあったが、大きく心が揺れ動き、涙が出るような気持ちになることはなかった。し

かし“我何をなすべきか定まっている時期”に転職をし、“一からこれまでとは違う分野で

働いてきた勇気と覚悟”、“40歳で一工員からここまで上り詰めるのは並みの努力ではなか

っただろう”“この年で新しいことを始めるのには肉体的にも精神的にも社会的にもエネル

ギーがいる”という思いが湧き上がり、“生活のためだけに働く人もいる中、仕事に誇りを

持てたと言える人生はすごい”と、この患者g“仕事に賭けて生きてきた強い思い”を感

じている。ここには、40歳という発達段階や、新しい分野に就職をすることを、人間の一

生の中で位置づけてイメージしていることがわかる。また、部下のことを思い、一生懸命

人を育ててきた人だというイメージが膨らみ、看護者自身の育てられた経験から、育てて

くださった人への思いを表現している。つまり、事実をつなげて人問にとっての一般的な

状況を想像し、患者の位置に移って、どのような思いで生きてきたか、というその思いや

人柄を見つめ、看護者自身の体験を重ねると、心が動くことがわかる。

　さらに、患者は52歳で社長とけんかして辞め、次の会社でアルバイトから1年で係長
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にまでなったこと、地域内のパン工場の立ち上げの責任者として携わってきたことなどを

途切れる間もなく話した。看護者は“すごいな。圧倒される”と感じ“その裏には辛いこ

とも多かっただろう”と思っている。“信念があったからこそ仕事を辞め”“どこも雇わな

い年齢で転職”し、工場の立ち上げ責任者に就いてからは“周囲の批判や非難を一身に受

け問題解決し、押しつぶされそうな重圧、ストレスを抱えながらやりとげてきた”などの

像を描いている。頑張って、頑張って、頑張ってきた患者の思いが透けて見えるからこそ、

“「頑張ってきた報酬がこれか…　」”とつぶやいた言葉が思い出され、頑張ってきたこ

との中味がよくみえる、と同時に、病に倒れたくやしさ、やりきれない気持ちが胸に迫っ

てきている。

　この場面の看護者は、患者の＜52歳で再就職＞＜アルバイトから1年で係長＞＜工場の

立ち上げ責任者＞などの言葉から、その状況とその裏にある思いに目を向け、イメージを

広げようとしていることがわかる。特に、「その裏には…　」と考えた頭には、人生の節々

の出来事の中で生きてきた患者の思いに着目しようとしていることがわかる。すると、精

一杯頑張ってきた患者像が看護者の頭の中で膨らんできた。このように像を広げることが

出来た背景には、これまでの“パン工場での研究開発”という職歴だけでなく、この年齢

で転職することの意味や工場を立ち上げることの意味に着目して、それに伴う思いや感情

を積極的に描いていったからである。また自己の経験を重ねて、イメージしていることも

わかった。すると、気になっていた患者の言葉が呼び起こされ、頑張ってきた像の中味が、

より深くとらえられる見方に変化した。つまり、人生の節々の出来事の中で生きてきた対

象の思いに着目し、事実の意味を探りながら像を広げようとすると、像がより深くとらえ

られることがわかる。

　そして、「素晴らしい現役時代、大事にしてきたことは何か？」と尋ねると「いろいろ作

っても、心がなければ…　　、パンも生き物だからな、ただはんこ（焼印）を押すだけだ

ったらダメだ」と言い、看護者は“心をこめて創ってきた”と感じ、さらに心が動いてい

る。そして「退職するとき名残惜しい気持ちはなかったか？」と尋ねると「ない」と一っ

返事で、rこんな話手まで人に話したことがなかった。つまらん話だ」と言い、看護者は涙

が出るような気持ちになっている。

　この場面の看護者は、患者が仕事に誇りを持ち、やりがいを持って生きてきたことも感

じ、仕事には大変な分だけやりがいもある、ということや、辛い思いが強すぎると楽しい

思いがかき消されてしまうことなど、つまり、常に物事には両面があることを捉え、プラ

スの側面を刺激していることがわかった。また大事にしていることを尋ねている看護者の

頭の中には、“仕事に誇りを持って生きてきた”、という患者の人生を支えている大元につ
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いて像を描こうとしている。このことは、その人の人生を引っ張っていくのは、その人の

頭であるから、その頭の中に、患者の生きていく力がこめられているであろう、とイメー

ジしていることがわかる。そして、そこにあるのものが、テクニック的なものや、資材で

はなく、そのものを割るときに込められた思い（こころ）であることを聞き、さらに仕事

に賭けてきた強い思いを感じ取っている。つまり、その人の人生を引っ張ってきた大元に

なる認識に着目すると、これまでの人生で大切にしてきた思いが、看護者の頭の中でさら

に膨らんできた。

（2）看護理論とのつながり

　この場面は、患者が病室でパン作りを行うきっかけとなった場面であり、「これまで頑張

ってきた報酬がこれか…　」とつぶやいていた患者が、パン作り後「（自分の職業を）今

となってはよかったと思う」と話すようになり、日常生活の拡大が進んだ転換点ともいえ

る場面である。患者がこれまで誰にも話したことがない自分の人生を語り、翌日「今日は

調子がよい」と言い、パン作りをすることができたのは、患者自身の中に“頑張ってきた

のに報いがない”という頭の中の対立を解決する方向が見えてきたからであろう。つまり、

患者は自分の職業に打ち込んできたことで病に倒れ、人生を否定的に思えていたことが、

自分の職業に誇りや自信を持って打ち込んでいた日々のことが思い出されたとき、そこに

意味を見出すことが出来、肯定的なイメージが拡がり、自らを立て直すことが出来たと理

解した。このように、看護者が受け持ち当初から気になっていた患者の言葉と、新たな事

実をつないで1青報として認識し、患者の対立の構造を見出し、患者と共に解決していった

ことが、看護実践方法論の修得のプロセスの現れであると理解した。

　さらに場面全体を通してみると、看護者は患者の人生の節々での出来事を聞くことで患

者の位置に移り、感情が揺さぶられ、涙が出るような気持ちになったr相互浸透」のプロ

セス、そして看護者の位置に戻って「一生懸命育ててもらった人のことは忘れない」と自

己主張し、ふたたび「大事にしてきたことは？」と尋ねる「否定の否定」のプロセスが起

こっていることがわかる。さらに、看護者の心が何度も揺れ、感情が動いたr相互浸透」

の積み重なりが、患者においても変化を起こすきっかけとなり「量質転化」が起こったと

考えられた。このようなプロセスをたどることが、看護理論の根本矛盾である自己と他者

の対立を調和的に解決する方法であることがわかった。

（3）以上より、看護理論の修得過程のポイントをまとめると、次のようになる。

①事実をつなげて人問にとっての一般的な状況を想像し、患者の位置に移って、どのよ
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　うな思いで生きてきたか、その思いや人柄を見つめると、看護者の感情が動くことが

　わかる。

②対象の生活過程の事実に着目するだけでなく、人生の節々の中で生きてきた対象の思

　いや感情を積極的に描き、事実の意味を探りながら自己の経験を重ねイメージを広げ

　ると、患者の像がより深くとらえられるように変化する。

③物割こは表と裏、プラスとマイナスなどの両面があることを前提に、対象のよりよい

　状態に向けてプラスになる見つめ方をしていこうとすれば、関わり続けることが出来

　る。

④人間の人生を左右する大元になる認識に着目すると、対象のこれまでの人生で大切に

　してきた思いが、看護者の頭の中で膨らみ、さらに関わりを深めることができる。

【素材3】

　素材3は、受け持ち15日目、退院に向けて調整を進める中「点滴がなくても大丈夫だ

ろうか？」と不快感を訴え鎮痛剤を使用した患者に関わると、「食べることが思い」と話し、

肩の痛みにマッサージをしながら関わると、「退院するならいつかは点滴はやめなきゃなら

ないんだ」と言い、その後不快感や肩の痛みもなくなり、「点滴は先生に見てもらってから

抜く」、r後は体力だね」と表現した看護過程である。この過程の看護者の認識はr“何かい

つもと違うな”と感じ、“気持ちが揺れている”ことに気がつき、その後安定してかかわり

を持つことが出来た」と変化していった。そこで、この看護過程における看護者の認識の

変化を、二つの局面に分けて分析し、その結果について以下に述べる。

【素材3一①】

（1）看護者の認識の変化

　この局面は、前日「栄養面が心配」と話した患者に、頭がうまく整えられるようにと思

いながら訪室し、挨拶すると、「いつもと変わんない」と返事が返ってきた。看護者は、い

つもと違うな、と感じ、患者の気になっていることを予想しながら点滴の話題を持ちかけ

ると、目が動いた。点滴のカロリーや水分量の話をすると、患者は黙ったままで、問題は

ここではない、と気付いた看護者は、これまでにミキサー食から柔らかいものへと勧めた

とき、思いと話したことを思い出し、「食べることが思いかな…　　？」と尋ねると「（塞

いだ穴が）治ってもいつ潰れるかわからない、と言われた。だから思いのさ。」「そしたら

水も飲めない」と話した。看護者は、無理せず今の調子でよいと伝えよう、と「無理しな

くていいですよ。カロリーはヤクルト飲めるから大丈夫だし、自宅で食べれたアイスクリ
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一ムや、お豆腐から少しずつ食べていきましょう」と話している。

　この場面の看護者は、患者のいつもと違う様子から気になることを予想し、食べること

への不安を尋ねているが、患者の“恐い”という「感情」の像に対し、食道造影の像や剥

がれ落ちる像を思い浮かべ実体のつくりやカロリーなどに目を向け、摂取可能な食品の名

前を挙げて「理屈」で説明していることがわかる。つまり、患者のいつもと違う変化をと

らえ、認識を予想しているが、患者の描いている像を感情で受けとめることなく理性で対

応していることがわかる。

　その後、朝の申し送りで、患者が「点滴がなくても大丈夫だろうか」と胸の圧迫感を訴

え鎮痛剤を使用したことを聞き、看護者は、患者が“退院してまで点滴したくはない”と

いう気持ちと“点滴がなくても大丈夫か”という気持ちで揺れていて、頭の中でいろいろ

考えていることがわかり、このままではいけない！以前もいろいろ思い悩んで消耗した、

何とか調整して快の方向に！と思っている。

　この場面は、患者の感情や気持ちに着目していなかった看護者が、患者の頭の中に相反

する気持ちが同時に存在し、自力で解決できない状況が生じていると考え、ほうっておけ

ない気持ちが湧き上がり、調整しようと頭が動き像が作り替わっている。このように考え

たのは、患者は考える人で、これまでも思い悩むことで胃腸の調子を崩した体験があるこ

とや、体重38kgの予備力の小さい時期に、少しのことでも体調に響くと考え、“このまま

では消耗してしまう”と心が動いたからである。また、患者はr栄養面が心配」で、点滴

をすると拘束されるので自宅ではしたくない、という気持ちがある一方で、これまで長い

期間点滴によって栄養を補っており、まだまだ経口摂取できる食品も数少ないことから、

点滴をやめ食べることを中心に考えたとき、今度は気管支痩のふさいだ穴が気になり、「食

べることが思い」と感じ、一晩考え続けて「点滴がなくても大丈夫か」という言葉につな

がった、と理解することが出来た。すると「点滴してまで家に帰りたくない」という気持

ちと「点滴がなくても大丈夫か」という気持ちの両方の思考過程が存在することになり、

自力で解決できずに不快感が増し、体調の変化を来たしている、ととらえることができた。

つまり、患者の事実をつなげ、患者の辿った頭の働かせ方を辿っていくと、患者の頭の中

に描かれている像が浮き彫りになり、患者の頭の中に存在している対立が見え、消耗して

いるととらえられた。そこには、看護者の感情が動き、像が作り替わっていることがわか

る。さらに、なぜ解決の方向性を、快の状況を作り出すことに見出したかを考えると、人

間は、調和が取れバランスが保たれている状態が健康のよい状態であるから、一杯一杯に

なって苦しんでいる患者の頭の中が楽になると消耗がおさえられるだろう、と予想がだっ

たからである。患者はパン作りという仕事に生きがいを見出してきた人であり、先日のパ
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ン作りでも、ほしぶどうを口に入れて味を確かめるようにして出していたこと、外泊では

妻の手料理で食べられるものを選んで食べた話が思い出され、食に携わる仕事に従事して

きた人であるから、口からの摂取を大事にしていくことが、患者にとってよい効果を生む、

と判断している。つまり、対立の構造が見え、対象の事実をつなぎその性質をとらえてお

くと、何が対象にとってよい状態となるかを見極めることが出来、よい状態に向けて、調

和か解消のいずれかの方向に道筋を見出し、解決の方向性を定めていくことができたこと

がわかる。

　次に、麻薬の張替え後、肩をさすっている様子を見た看護者は、痛みは大丈夫だろうか？

と思い尋ねると、「左肩が痛い」と表現し、マッサージを始めている。「お風呂に入ると痛

みが取れたりするんですよね。・・痛みのある患者さんが、お風呂に入ったら痛みが和らぐ・・、

と言われていたことがあるんですよ。家に帰ってお風呂に入って温まったら気持ちよいで

すよね」と言うと、患者は「気持ちいい」と言った。温泉大好き、お風呂大好きな患者の

ことを思い、「ほんと気持ちいいですよね。点滴がなくなったららくちんですよね。お風呂

場は手すりはありますか？」と問い、家のつくりや段差のことを話すと、患者は冬場でも

できる足踏み式ペダルの器具があることを話した。看護者はさすがこれまで企画・開発し

た人の頭だと思い、先を見越しての計画が立っていることに、「すごい」と感じ、マッサー

ジを続けると、患者は「退院するならいつかは点滴やめなきゃならないんだ」と言った。

　この場面の看護者は、患者の痛みに着目し、筋の緊張が取れ循環がよくなり体がほぐれ

ると緩和できることからマッサージを行い、さらに循環がよくなる入浴を思い浮かべ、痛

みが緩和した実例を話しながら、体が温まると気持ちがよいことを伝えると、患者もr気

持ちがいい」と言った。このことは、看護者が、実体が快に向かう方向で関わりながらさ

らにイメージを膨らませると、実体だけでなく認識も快の気持ちに動いていったことを意

味している。つまり、人間は体と心がつながっているから、体に働きかけることを通して

心にも働きかけたことがわかる。そして患者の楽しみである温泉や入浴を思い出し、自宅

での「生活する像」を具体的に考え、点滴がなくなるともっとのびのびと生活ができるこ

とを思い描いている。お風呂場の様子から手すりの話へ自宅の段差の話へと進んでいき、

患者の言葉から、これから先の生活を計画的に描いている患者の認識がわかり驚いている。

つまり、看護者は、患者がどのような状態になると生き生きと生活できるのか、健康のよ

い状態を見つめ、患者のこれまでの生活過程を考えながらその性質をとらえ、患者と共に

これから先の像を描いている。また「痛み」という事実から「循環」→「お風呂」→「気

持ちいい」→「点滴がなくなると楽」→「自宅」→「手すり」→など関連ある像を次々と

呼び起こし、イメージを膨らませ、実体も認識も快の方向へつなげていったことがわかる。
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なぜ事実から関連ある像が呼び出されていったかを考えると、看護者の対象を見つめてい

くときの観点が、実体や認識、自宅での具体的な生活、これから先の目標像、これまでの

患者の人生など、一看護の理論枠に沿って動いていることがわかる。すなわち対象を部分で

見るのではなく、トータルで見ている。このように対象を全人的に見つめているから、痛

みや不安といった部分の問題にとらわれることなく、また問題の原因を追究したかかわり

を持つのではなく、患者が自力で解決できない問題に対し、全体とのつながりをつけなが

ら関わることができたと考えられた。

　以上より、方向性が定まっていると、体に働きかけることを通して心に働きかけたよう

に、つながりを見つけながら関わることができ、対象の性質をとらえることから、共にこ

れから先の像を描くことができたことがわかる。また、理論枠が看護者の頭に定まってい

ると、健康のよい状態を見つめながら、事実から関連ある像を呼び起こし、全体の中に位

置づけながら、関わり続けられることもわかった。

　そして、点滴が抜けると楽になるな、退院に向けて足腰が鍛えられたら体が動くし、血

液循環もよくなるし、食事も進むので少し運動したい、と考え、まずは座位からと思った

看護者は、「点滴が抜けたら楽になりますね。肩もみするので、座ってもらえますか？」と

いうと愚者は座位になった。患者の思いを大事にしながらお手伝いしたいと思い、「Aさん

がこうしたい、と思うことを一緒にお手伝いしていきたい」、と話すと患者はうなずいた。

そして「退院に向けて何ができるようになるといいかな？栄養と運動とおっしゃっていた

けれど、少し歩いてみます？」と尋ねると、患者は立ち上がり病棟を一周した。

　この場面の看護者は、栄養と運動はつながりのあるものととらえ、少しずつ体が動くよ

うになることを考えている。そして、患者の目標である「栄養と運動」が念頭にあり、患

者の思いに沿いながら目標に近づくための手段を考えている。つまり、対象と共に目標の

達成に向けて、つながりを考えながら立体的な像を描いていることがわかる。

（2）看護理論とのつながり

　この場面で、鎮痛剤を使い臥床していた患者が歩くことができたのは、“点滴をやめるか

続けるか”、という心の中の対立が解消されたからであろう。つまり、自力で解決できずに

いた頭脳が、実体の筋の緊張の緩和を通して神経を伝わって脳細胞までほぐれたこと、心

地よいイメージが加わることで快の像を描くことができたと考えることが出来る。また、

これから先の見通しが立ったことで自己決定が出来、心の中の対立を自ら解決することが

できた、と考えられる。このような思考のプロセスが、対立の構造を見出し、患者と共に

解決した看護実践方法論の修得のプロセスの現れである、と理解した。
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　さらに、この場面の全体を通してみると、感情に対して理性で対応した看護者が自分を

否定することで患者の位置に移り、また看護者の位置に戻って対応するという「否定の否

定」のプロセス、肩から腕ヘマッサージを、リラックスできる話を、自宅での楽しみを、

と“快”となるものを次々に重ねていった「量質転化」のプロセス、と同時に互いの思い

が重なりながら浸透してきている「相互浸透」のプロセスがおこっていたことがわかる。

このことが、看護理論の根本矛盾である自己と他者の対立を調和的に解決する方法である

と理解した。

（3）以上より、看護理論の修得過程のポイントをまとめると、次のようになる。

①患者の事実をっなげ、患者の辿った頭の働かせ方を辿っていくと、患者の頭の中に

　　描かれている像が浮き彫りになり、患者の頭の中に存在している対立が見え、．看護

　　者の感一1音が動き像がつくり替わっている。

②対立の構造が見え、対象の事実をつなぎその性質をとらえておくと、何が対象にと

　　ってよい状態となるかを見極めることが出来、よい状態に向けて、調和か解消かの

　　いずれかの方向性を定めることができる。

③方向性が定まっていると、つながりを見つけながら関わることができ、対象の性質

　　をとらえることから、共にこれから先の像を描くことができる。

④理論枠が看護者の頭に定まっていると、健康のよい状態を見つめながら、事実から

　　関連ある像を呼び起こし、全体の中に位置づけながら、関わり続けられる。

⑤対象との目標の達成に向けて、つながりを考えながら立体的な像を描くと、実現に

　　向けての歩みが可能になる。

【素材3一②】

（1）看護者の認識の変化の性質

　この局面は、退院についての迷いがあった患者が自己決定して病棟を一周した後、臥床

している姿を見た看護者が、もっと頭の中が快の方向にと考え、患者が楽しみにしている

ことを尋ねている。すると患者は「もうできない」．と繰り返した。患者は、外泊後「パン

作りはまだまだだ」と言っていたことから、自信がないのかな、でも、出来る人だから自

信を持って欲しいと思い、「そうか・・、でもこの前は出来ないと思っていたことができた

でしょ？」と言うと、r自分が作ったのではない。口だけ」と答えた。そうか・・でも皆に

喜んでもらえる、と思い、準優勝でも金メダル、という話を思い出し「少々形が不細工で

も60％できれば金メダル」と話すと患者は頭に手をやりながら聞いていた。
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　この場面の看護者は、患者が思い悩むことで消耗していることから解き放たれ、患者の

楽しみができればと話すが、患者は不可能だと繰り返した。看護者は気になり、これまで

のかかわりを辿ってみると、患者はパン作りをした時は笑顔で、翌日「家に帰ったらメロ

ンパン作らなきゃ」と言っていたが、外泊後は「まだまだだ」と言い、本日は「もうでき

ない」と言った言葉が思い出された。すなわち、事実を時の流れに沿ってっなげ、患者の

位置からの思考のプロセスをたどると、下り坂のイメージで不可能なことが支配的になっ

ている頭の中が見えてきた。しかし一方では、これまでのプロセスをたどると不可能では

ないのでは、とも考えられ、これまでも不可能と思っていたことを可能に出来たと伝えて

いる。つまり、看護者の頭の中には、患者の事実をつなげ思考過程をたどると「下り坂」

のイメージが浮き彫りになった反面、「上り坂」の像も浮かんでいることがわかる。そして、

患者は、パン作りは自分が行った成果ではないと言ったが、看護者は、患者が生き生きと

作った像や皆に喜んでもらった像を思い浮かべ、rつくり手」である患者に対し、r受け手」

側の存在も伝え、その関係性をとらえている。かつ、「結果」よりその「プロセス」に価値

があると、身近な例を使い伝えた。すなわち、患者の表現の意味内容を察すると、看護者

の頭の中には、患者が描いている像と相対する性質の像が思い浮かんできたことがわかる。

なぜ相対する性質の像が浮かんだかを考えると、人問も自然も社会もバランスを保ちなが

ら動いている（変化・発展している）ので、今のみを見つめている認識や結果だけを見つ

めている認識等が気になり、プロセスや、関係性（つながり）を見つめ、よい状態に向け

て関わり続けようとしていることがわかる。

　次に「でも満足しないから捨てちゃう」と言う言葉に対し、昨日も自分で満足しないか

らと言っていた、プロにとっては満足できないのかな、いつも100点が満足なのかな、頭

が満足しないから難しいな、と感じ「そうか…　う一ん、難しいですね」と言うと「難

しいよ」と答えた。点数を聞くと「60点」と言い、満足と言われていたのに60点か！と

思った看護者はr60点か…　、でも夢は持ちたい」と言うと、rその気持ちはあるんだ」

と言った。

　この場面の看護者は、患者が「できあがり」を大事にしているのはプロとして生きてき

たからであるとわかり、患者の位置に移って思い悩んでいる。そして患者との評価の“も

のさし”の違いにも驚いている。そこで、看護者は、患者が一ヨーコしてパン作りをし、

皆に喜んでもらった体験を持ったことを思い出し、たとえ60点でも夢は持ちたいと思い

伝えると、患者からも“その気持ちがある”と反応が返ってきている。つまり、看護者は

患者の生活過程を通して相手の位置に移り、像がつくり替わっている。そして患者が「結

果」に着目しているのも無理のないことと理解できたが、作り上げてきた「プロセス」を
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見つめると、結果にとらわれることなく、今だけでなくこれから先のことを見つめて生き

て欲しいと考えている。なぜそのように考えたかを考えると、“できない”という思いを持

ったままで生活していくのではなく、少しでもできたこと、夢に近づけた喜びを持って最

後まで生き生きと生きて欲しい、という思い（願い）が浮かんでいるからである。さらに

その根底には、人間は目標を持って生きていくように作られている存在であるという認識

があると考えられた。また、これまでのプロセスを見つめていたからこそ、結果にとらわ

れず、これから先のプロセスを見つめて欲しいと思い描くことが出来たとも考えられた。

すなわち、プロセスを見つめながら、“人間とは”に支えられ（導かれ）、看護者の願いが

生まれ、よい状態に向けての方向付けが得られていることもわかった。

　そしてrその気持ちはあるんだ」と、表現した患者に、看護者はうなずき、しばらく考

えて「頑張ってみるか！」と言うと「どこまでできるか！」と返した。看護者はその調子！

と感じ、「一緒に考えてお手伝いしていきたい。やりたいことがやれたほうが楽しみが増え

ていいかな？」と言うと、患者はうなずきながら聞いていた。

　この場面の看護者は、患者が前向きな気持ちを表現したことに対し、たとえ達成できな

くてもそれがその人の生き方であると感じ、夢に向かって頑張ってみる気持ちを表現して

いる。そして患者の前のめりに生きようとする意気込みを感じ、共に考えていきたいと気

持ちを伝えている。つまり、患者が自らよい状態を見つめ、前に向かって歩み始めようと

するところを、看護者が見守っていることがわかる。

　以上より、看護者は患者の表現からその像を迫り、「下り坂」の像に対し「上り坂」の像

を、「作り手」に対し「受け手」を、「結果」に対し「プロセス」を問題にしている。つま

り、描いた患者の像が気になった場合、相対する性質の像を思い浮かべ、統一してとらえ、患

者とかかわりの方向性をさぐっている。このようなかかわりを重ねながら、プロセスを見つ

め、これから先のことに向けて関わっていくと、患者の頭の中で支配的になっていたこと

が、看護者との相互浸透を通して少しずつ動いていったと考えられた。

　その後「あまり高い目標を持っても大変だから・・」と言う患者に、看護者も高すぎる

目標は追いつかない、目標は高くてもその前の段階が出来るとよいと伝えると、患者はう

なずき「それがいい！」と言った。

　この場面の看護者は、目標に対しその前の段階を考え、階段を上っていくような気持ち

で、目標に向けて歩むことを考えている。つまり、対象との目標達成に向けて手段を考え、

立体的に像を描いていることがわかる。
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（2）看護理論とのつながり

　この場面で「もうできない」と繰り返していた患者が「どこまでできるか！」と言った

のは、患者が“やりたいけれどできない”という頭の中の対立を解決する方向が見えたか

らであろう。つまり、現在の状況のみを見つめ、“できなくなった”という「結果」が支配

的になっていた認識が、結果にとらわれない認識へと動き始めたとき、これから先の像が

膨らみ、自ら方向性を見出せたと考えられる。看護者がこのような思考のプロセスを患者

と共にたどることが、対象の対立の構造を見出し、問題を解決していく看護実践方法論の

修得のプロセスの現れである、と理解した。

　さらに、場面全体を通してみると、「できない」と言う患者に「そうか・・」と答え、「口

だけ」と言う患者に「そうか・・」と考え、「捨てちゃう」と言う患者に「そうか…　」

と思い悩んでいる。患者の反応に答え、また反応を見ながら考えるという繰り返しを重ね

ているうちに「量質転化」が起こったと考えられた。その過程には、看護者の位置から関

わっていた看護者が、自分の立場を否定し、患者の思いが徐々に浸透し患者の位置に移っ

て思い悩み（「相互浸透」）、看護者の位置に戻って夢を持ちたいと声をかける「否定の否定」

のプロセスが起こり、さらに浸透しながら発展していった。このことが、看護理論の根本

矛盾である自己と他者の対立を、調和的に解決する方法であることがわかった。

（3）以上より、看護理論の修得過程のポイントまとめると、次のようになる。

①患者の表現から、思考のプロセスをたどることや、意味内容をとらえると、患者の認

　　識に描かれている像が浮き彫りになる。

②すべてのものが変化・発展しているという観点で、対象の像を見ていくと、気になる

　　ところが見えてくる。特に、描いた患者の像が気になった場合、相対する性質の像を思

　　い浮かべ、統一してとらえ、患者とかかわりの方向性をさぐる。

③患者の生活過程を通して相手の位置に移り、像がつくり替わっている。“人間は目標を

　　持って生きていくように作られている存在である”に支えられ（導かれ）、看護者の願

　　いが生まれ、よい状態に向けての方向付けが得られていく。

④患者が自らよい状態を見つめ、前に向かって歩み始めようとするところを、看護者が

　見守っていると、患者の頭の中で支配的になっていたことが、少しずつ動いていく。

⑤看護者が対象との目標達成に向けて、立体的に像を描いていくと、患者の認識も動い

　ていく。
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B　学生：素材4は、4年制看護大学2年次の基礎実習における学生と患者とのかかわり

の場面である。

【患者紹介】80歳代、男性、頚椎症性脊髄症、40歳時溝に落ち、頚椎を骨折、脳梗塞、

高血圧、虚血性疾患の既往あり。9ヶ月前から手足のしびれ、歩行時のふらつきがあり入

院。1ヶ月前に頚椎固定術を施行した。現在リハビリ中、移動は車椅子、食事はセシテイ

ンクすれば自力で可能、オムツを着用し夜間尿器使用。

【素材4】

　この場面は「牛乳を摂取していなかった患者が、学生との関わりの結果、自力で摂取し

続けられるようになった」という看護過程である。この看護過程で学生は「認識の働かせ

方について考えさせられた。自分の頭の働き方が今までと変わってきたな、と感じた」と

表現した。そこでこの看護過程における学生の認識を分析した結果について述べる。

（1）看護者（学生）の認識の変化の性質

　この場面は、実習2日目、床頭台に牛乳パックが2本置いてある状況を見た学生が、あ

れ？何で牛乳飲んでいないのかな？と思い「どうして牛乳飲まないんですか？」と聞くと

「牛乳はいらん」と返事が返ってきた。3日目、4日目と日ごとに牛乳が増えていく様子

を見た学生は、また増えている、これは何とかして飲んでもらいたいと思い、昼食前に牛

乳をオーバーテーブルの上に4本並べ「今日のお昼から一本ずつ飲みません？」と言うと

患者は「よか、いらん」と首を横に振った。

　この場面の学生は、残っている牛乳の像が反映し、そこからなぜ？という問いが浮かび、

飲んで欲しいと考え患者に勧めている。日ごとに増えた牛乳を見て何とかして解消しよう

と手立てを講じているが、対象の変化は見られていない。つまり、学生の認識の動きは、

反映した事実に問いが生じるが、自分の位置から対処方法を探っていることがわかる。

　次に、学生は今日は引き下がらないで詳しく聞いてみよう、と思い、「どうして飲まない

んですか？牛乳嫌いなんですか？」と尋ねるとr牛乳は飲まん、あんたにやる」と笑顔で

言った。学生は「いらないです。これはAさんのですよ。今日のお昼飲みません？」と笑

って返しながらもう一度勧めた。すると、患者は牛乳のストローの袋のところを指して「こ

このようできん」と言い、学生は「あ！袋が開けられないんだ。ストローが開けられない

から飲んでいなかったんだ。飲まないのではなく飲めなかったんだ。そういえばもともと

Aさんはもともと指先の細かい動きが苦手なんだった。」と思い「ここが開けられなかった

のですか。じゃあ今日一緒にやってみましょう」と言うと、患者は牛乳を手に取り、牛乳

パックのストローをさす部分のふたを開け始めた。学生は、「あ、やろうとしているのかな。
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見ていよう。これまでも時間をかけてゆっくりすると、自分ひとりでできていた」と思い、

黙ってみていると、患者はストローを袋ごと牛乳本体からはずした。

　この場面の学生は、患者のrここのようできん」という言葉にrあ！」と驚き、感1音が

動いている。これまで見えていなかった像が見え、恵者が飲まない理由が気持ちにあるの

ではなく、手先の巧緻運動障害にあったという事実がわかり、像が作り替わっている。は

さみやボタンかけなど手先の細かい動きが苦手であるという、患者の日常生活動作の具体

的な様子が思い浮かび、ストローの袋が自力で開けられないという事実とつながると、く

実体の障害のため飲めない＞と考えている対象の頭の中が見えてきたので、「一緒にやって

みましょう」と声をかけたことがわかる。つまり、学生は問いを持っていたので、新たに

事実が反映すると実体や認識を見つめ直し、患者のこれまでの具体的な日常生活動作の事

実をつなげると、対象の位置から自力で解決できないでいる頭の中が見えてきたことがわ

かる。なぜこのように認識が変化したのかを考えると、「生命力の消耗を最小に」という看

護観が頭に留まっているために、生命力を消耗させている事実をキャッチすることができ

たと考えられた。また、具体的な生活の不自由さをキャッチできたのは、健康な人間の日

常生活の像（生活観）があるから、日常生活の自立を妨げたところが見えたのであろう。

このように、新たな事実が反映されたのを契機に、必要な事実がつながりをっけるように

動き出すことがわかる。

　また学生は、“できない”と言った患者の今の状況だけを見つめるのではなく、“これま

でも時間をかけてゆっくりすると自分ひとりでできていた”と、これまでの関わりや患者

の反応を思い起こし、“自分でできる人だから”と対象の性質をつかんでいることがわかる。

そして、これまでの事実をつなげプロセスで見つめると、“開けられるようになったら次か

らは自分で飲める、一人でできるようになる”、というこれから先の目標像を描いているこ

とがわかる。このことは学生が、対象の性質から“こうすればうまくいくだろう、自分で

できるようになるだろう”という対象が変化していく上での法則性をつかんでいることを

意味し、その法則性にのっとっていけば、おそらく“こういうふうに変わっていくであろう”

と確かな予想ができたと考えられた。つまり、対象の性質をとらえていると、対象が変化し

ていく上での法則性を認識し、対象の変化・発展の動きを見て取ることが可能になり　“あ

てずっぼ”の予想ではなく、確かな予想が立ち、目標像も明確になっていることがわかる。

手出しをせずに見守ったのは、患者が自力で開ける動作を始めたので、前に向かって歩む

姿勢を支えようとしていたからであり、健康とはその人のもてる力を最大限に活用してい

る状態であるという認識に導力｛れ、患者の中にある力を見つめ、その力が現れてくるのを

信じて見守ったと考えられた。
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　以上より、患者が表現した言葉から、自分が見えていなかったことが見え、抱いていた

問いに対する答えとつながったとき、感情が揺さぶられ、頭の中の像が作り替わっている。

そのときの頭の中は、目の前の患者の事実だけにとらわれることなく、患者の具体的な日

常生活の様子を描き、実体や認識を見つめ事実をつなげ、対象の位置から対象がどのよう

な像を描いているのかをとらえていることがわかる。対象の事実の反映は、看護観や生活

観に照らし気になる事実が目に留まったと考えられ、確かな予想ができたのは、対象の性

質をとらえ、プロセスを見つめながら事実をつなぎ、変化していく上での法則性を認識し

ていたからであると考えられた。

　次に、棚を指差し「はさみの入っとる（はさみが棚に入っている）」と言う患者に学生は

はさみを手渡すが、「よう使えん」と言って横においた。どうやって開けるんだろう、と黙

って見ていると、両指を使い袋の上をいじってねじったり引っ張ったりしながら必死に開

けようとし、学生が「そう、頑張って！」と言いながら応援していると、袋の下からスト

ローの先が袋を破って出てきたが、患者は気付かず袋の上を開けて取り出そうとしている。

そこで、学生が「下から引っ張ればでてきますよ」と指差して教えると、「ん？」と下を見

て、下から引っ張って出した。「Aさんできたじゃないですか！」と患者と握手すると、患

者は一ヨーコして首を縦に振り、その後ストローを刺し一気に牛乳を飲み始めた。それ以

降患者は自力で牛乳を飲むことが出来るようになった。

　この場面の学生は、道具を使おうする患者の思いに沿いながら、しかし道具が使えずに

自力で開けようとする必死な姿に着目し、手出しせず患者の動作を黙って見ている。この

ときも、これまでのかかわりの中で時間をかけてゆっくりすると、自分一人でできること

がわかっていたので、自分ひとりでできるには何が必要か、と患者の動作をじっと見つめ

ていることがわかる。すると、ストローを取り出すポイントが見えてきたので伝えると、

患者は自力ででき、共に喜ぶことができた。つまり、目標像が明確になり、患者が自力で

歩みだす姿勢が見られると、健康とはその人の持てる力を最大限に活用している状態とい

う概念（健康観）に支えられ、問題の解決に向けて、何が必要かを探し、共に歩みだすこ

とができたことがわかる。

（2）看護理論とのつながり

　この場面で、牛乳を摂取していなかった患者が、自力で摂取し続けられるようになった

のは、“飲みたいけれど飲めない”、という頭の中の対立が、飲める方法が見えることで、

解決できたためであろう。つまり、手先の巧緻運動障害があるために飲めないと思ってい

たことが、方法に工夫を凝らすことでできると実感できたとき、患者は日常生活の自立が
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一歩進んだと考えられた。学生が、このような思考のプロセスをたどりながら、対象の対

立の構造を見出し、患者と共に解決をはかることが、看護実践方法論の修得のプロセスの

現れであると理解した。

　この場面全体を通してみると、学生は自分の位置から対処方法を探していた立場を否定

し、患者の位置に移って像を描き、必死になって開けようとする患者と一体になって応援

し、取り出すポイントが見え、看護者の位置に戻ったr否定の否定」のプロセスが起こっ

ていることがわかる。その過程には、2日目、3日目、4日目と、あれ？どうして？と思い

ながら関わり続けた3日間のプロセスがあり、その積み重ねた結果が4日目に新たな展開

につながった「量質転化」．が起こっていることがわかる。さらに、患者の位置に移って患

者の思いに沿いながら関わると、徐々に互いの思いが浸透し患者と一体になって応援し喜

びを分かち合った「相互浸透」のプロセスが起こっていることも見える。このことが、看

護理論の根本矛盾である自己と他者の対立を調和的に解決する方法であるとわかった。

（3）以上より看護理論の修得過程のポイントをまとめると次のようになる。

①反映した事実に問いが浮かび、見えていなかった患者の事実が見えることで、これま

　　で気になっていたこととつながり、感情が揺さぶられ、頭の中の像がつくり替わって

　　いく。

②目の前の事実だけでなく、対象のこれまでの具体的な日常生活動作の事実をつなげ、

　実体や認識を見つめ直し、対象の位置から対象がどのような像を描いているかをとら

　　えると、自力で解決できない問題を描くことが可能になる。

③像がつくり替わっていくときの頭の中は、生命力を妨げているものは？という看護観

　や、日常生活の自立を妨げているものは？という生活観に支えられ、気になる事実が

　　とらえられ、これまでのかかわりの事実も加えてつながりを見出している。

④対象の性質をとらえ、対象が変化していく上での法則性を認識していると、対象の変

　化・発展の動きを見てとることが可能になり、確かな予想が立ち目標像も明確になる。

⑤目標像が明確になり、患者が自力で歩みだす姿勢が見られると、健康とはその人の持

　　てる力を最大限に活用している状態という概念（健康観）に支えられ、問題の解決に

　　向けて何が必要かを見つめ、共に歩みたすことができる。

4）看護理論の修得過程のポイントとして取り出したのは、A）研究者28項目と、B）学

生5項目の計33項目であり、【表5】に示した。

38



5）看護理論の修得過程の共通構造を抽出する

看護者と学生の看護理論の修得過程のポイントを一覧にした「妻5」を、それぞれの場

面を想起しながら、この看護者（学生）は看護理論が修得できたといえるであろうか？そ

のときの認識はどのようになっていたのか？という観点から内容を吟味し、共通性を抽出

した結果を以下に示す。

A
I．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

B
l．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

看護者の看護理論の修得過程の共通性（（）の番号は表5g通し番号を指す）

不調和なところ・気になるところが見える　（1．3．8．19，25．）

看護者の認識が作り替わる（2．9．12．13．16．19．26）

患者像が膨らむ（3、．11．16．18．．24．）

立場の変換ができる（6．7．26）感情が揺さぶられ、相互浸透が進む（5．15．19）

方向性が見える（定まる）、見通しが立つ（4．8．20．26．）

関わり続けていくことができる（10．1114，17．22．23．28．）

　目標像が描ける（4．21．27．）

学生の看護理論の修得過程の共通性（（）の番号は表5の通し番号を指す）

　気になるところが見える　（2）

　看護者の認識が作り替わる（1．3）

　患者像が膨らむ（2）

　感情が揺さぶられている（1）

　確かな予想が立っ（4）

　関わり続けていくことができる（5）

　目標像が描ける（4）

　以上のように、看護者と学生の共通性は重なり合うことがわかったので、ここから看護

理論の修得過程が進む上での共通構造を抽出したところ、以下7項目を得た。

1

2

3

4

5

6

7

不調和なところ・気になるところが見える。

看護者の認識が作り替わる

患者像が膨らむ

立場の変換ができる。　感情が揺さぷられ、相互浸透が進む

方向性が見える（定まる）、見通しが立つ

関わり続けていくことができる

目標像が描ける
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　そこで、患者によい状態をもたらし得る看護理論の修得を進めるためには、どのような

視点（ポイント）が必要か、という観点から7項目を吟味し、必要な視点を以下に整理し

た。

　1　不調和なところ・気になるところが見える（A－1．3．8．19．25．B・2）

　・調和が取れた人間の像を描き、着目した事実や変化を全体の中に位置づけること

　　　（A－1）

　・対象の表象像が鮮明になること仏一3）

　・対象の位置から像の性質を読み取り、調和が取れた人間の統一体としての存在に照

　　　らすこと仏一8）

　・患者の事実をつなげて患者の辿った頭の働かせ方を迫り、患者の頭の中の像を浮き

　　彫りにすること（A－19）

　・すべてのものが変化・発展していく観点で見ること仏一25）

　・目の前の事実だけでなく、対象のこれまでの具体的な日常生活動作の事実をつなげ、

　　実体や認識を見つめ直し、対象の位置から対象がどのような像を描いているかをと

　　　らえること（B－2．）

　2　看護者の認識が作り替わる（A－2，912．13．16．19．26B－1．3）

　・対象の表現の意味内容を察し、意味内容に即して考えること（A－2）

　・着目した事実を、病状としてみつめ原因を探るのではなく、実体と認識の両側面か

　　　らそのつながりを見つめること、また不快を取り除こうとするのではなく、快と不

　　快のバランスを整えよう見つめること。仏一9）

　・これまでのかかわりの事実や対象の性質を思い出し、事実をつなぎ合わせて方向性

　　に照らす（A－12）

　・感覚的な認識から理性的な認識に照らすこと仏・13）

　・対象の生活過程の事実に着目するだけでなく、人生の節々で生きてきた対象の思い

　　や感1音を積極的に描き、事実の意味を探りながら自己の経験を重ねイメージを広げ

　　ること（A－16）

　・患者の事実をつなげ、患者の辿った頭の働かせ方を辿っていくと、患者の頭の中に

　　描かれている像が浮き彫りになり、患者の頭の中に存在している対立が見え、看護

　　者の感情が動き、像がつくり替わる（A・19）

　・患者の生活過程を通して相手の位置に移って見つめる（A－26）

　・問いをもち、新たな事実の反映から対象を見つめ直し事実をつなげること（B－1）

　・看護観・生活観に照らして、事実のつながりを見出すこと（B－3）
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3　患者像が膨らむ（A－3．l1．16．18．24．B・2）

・プロセスを見つめる認識に変化すること（A・3）

・生活を土台にして発達段階を重ねてみると、その人らしさがよく見え、対象がより

　近くに描ける（A・11）

・対象の生活過程の事実に着目するだけでなく、人生の節々で生きてきた対象の思い

　や感情を積極的に描き、事実の意味を探りながら自己の経験を重ねイメージを広げ

　ること（A・16）

・患者の人生を左右する大元になる認識に着目すること仏一18）

・患者の表現から思考のプロセスをたどり、意味をとらえること（A・24）

・目の前の事実だけでなく、これまでの具体的な日常生活動作の事実をっなげ、対象

　の実体や認識を見つめなおすこと（B・2）

4　立場の変換ができる（A－6．7．26）感情が揺さぷられ、相互浸透が進む（ト5．15．19B－1）

・患者の事実をつなげ意味を捉える（A－6）

・対象の位置に移ってそのときも苦痛や気持ちを感じ取ること（A・7）

・事実をつなげ人間にとっての一般的な状況を想像し、患者の位置に移って、どのよ

　うな思いで生きてきたか、その思いや人柄を見つめる仏一15）

・患者の事実をつなげ、患者の辿った頭の働かせ方を辿っていくと、患者の頭の中に

　描かれている像が浮き彫りになり、患者の頭の申に存在している対立が見え、看護

　者の感情が動く。仏一19）

・患者の生活過程の事実を通して相手の位置に移る仏一26）

・観念的に分裂した自己と対象との事実が重なること（A・5）

・反映した事実に問いが浮かび、見えていなかった患者の事実が見えることで、これ

　まで気になっていたこととつながること（B－1）

5　方向性が見える（定まる）・見通しが立つ（A－4．8．20．26．B－4）

・よい状態に変化していくプロセスが見え、回復力を促進させる像が描けること仏一4）

・対象の位置からの像の性質を読み取り、統一体として調和が取れた人問に照らす

　仏一8）

・対立の構造が見え、よい状態に向けて、調和か解消かに定める仏・20）

・人間観に支えられ、看護者の願いが沸きあがること仏・26）

・対象の性質を捉え、変化・発展していく法則性を認識する（B－4）

6　かかわりを続けていくことが出来る（A－1o．1114．17．22．23．28．B・5）

・物事の両面を見つめ、プラスの面を見つめること（A一．17）
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7、

方向性に関連する患者の事実を使うこと（A・10）

つながりを考えて立体的に像を描いていくこと仏一23．28）

その人らしさをよく見ること（A－11）

時の流れをつなげてみること（ん14）

理論枠に沿って事実や像を位置づけること仏・22）

目標像が明確になり「健康とは」に支えられ、何が必要かを見つめていくこと（B・5）

目標像が描ける（A－4．21．27．B－4）

対象の位置から、よい状態に変化していくプロセスが見えること（A－4）

対象の性質をとらえること仏・21）

対象の性質を捉え、対象が変化していく法則性を認識すること（B・4）

患者が自らよい状態を描き、その姿勢を見守ること（A・27）
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第1V章考察

　看護者と学生の看護理論の修得過程の共通性から、看護理論の修得過程の共通構造とし

て、7項目を浮き彫りにすることができた。

　　①不調和なところ・気になるところが見える。

　　②看護者の認識が作り替わる。

　　③患者像が膨らむ。

　　④立場の変換ができる。感1音が揺さぶられ、相互浸透が進む。

　　⑤方向性が見える（定まる）、見通しが立つ。

　　⑥関わり続けていくことができる。

　　⑦目標像が描ける

　では、この7項目が自己の認識において自在に働くならば理論を修得したといえるであ

ろうか？そこで、まず、この得られた7項目が看護理論にとってどのような意味をもつの

か、看護理論とのつながりについて考察する。次にこの7項目が理論の修得を進めていく

上でどのような意味があるのか、また、この7項目があることで、実践がうまくいかない

と思ったときに、理論に導かれた実践へと自己を立て直していく上で役に立つであろうか、

について考察する。そして、最後に自己の修得過程を振り返り、今後への展望について考

察する。

1　7項目は看護理論にとってどのような意味を持つのか

2　7項目は理論の修得を進めていく上でどのような意味があるのか

3　今後への展望

研究結果として得られた7項目について

1　看護理論にとってどのような意味を持つのか

　筆者は、看護理論の修得過程にどのような論理が潜んでいるのかを、看護現象の事実か

ら取り出してきた。それは、理論の「学習段階」から「適用段階」に進むためには、それ

を使いこなせる頭脳が必要と考えているからである。看護理論は、万人に使えるものとし

て定立される。それに対し、今回得られた知見は、看護者と学生の二人の認識から抽き出

されたものである。そこで、この得られた7項目が、看護理論とどのようなつながりがあ

り、どのような意味を持つのか、看護理論との比較検討を通し考えていきたい。

　まず、看護実践のどの場面をとっても、そこに看護があるならば看護理論の、目的論・
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対象論・方法論が貫かれているはずである。この規定と、得られた知見とのつながりを見

ていくと、①不調和なところ・気になるとこが見えるということは、目の前に不調和を呈

している患者がいて、目的意識をもった看護者が、その現象を気にしていることである。

そして、気になる存在として反映されると、今まで自己流に見つめていた②認識が作り替

わり、③患者像が膨らむようになる。同時に看護者は④患者の位置に移って感情が揺さぶ

られ、相互浸透が進む。すなわち、対象像がより拡がっていく。そして、⑤方向性が見え、

さらに⑥関わり続けていくことができると、看護が発展していく。そのとき、看護者の認

識の中に⑦目標像が描けていなければ関わり続けることができなくなるから、そこには方

法論が貫かれていることがわかる。以上のように、この7項目が一人の看護者の頭の中で

つながって動いているということは（このような頭の動きになっているとき）は、そこに

看護の目的論・対象論・方法論が貫かれていることである。つまり、看護理論に導かれた

頭脳として看護が展開されていることがわかる。

　このように見ていくと、看護者と学生の二人の認識から導き出された結果ではあるが、

得られた知見は、看護理論とのつながりを示しえているとも考えられる。また、この7項

目が生き生きと看護者の中に動いているとき、看護理論に導かれた認識になっているとい

えるだろう。ゆえに、多くの人に利用可能であると思われる。そして仮に、闘われない、

あるいは、看護が発展しない、止まってしまった、というときは、この項目のどこでつま

ずいているのであろうか、と考えることによって、そのような傾向を克服することが出来

るのではないか、と考えている。その意味でも、この7項目は、自己を常に理論に導かれ

る認識へと指し示してくれるものになるのではないか、と考えている。

2　理論の修得を進めていく上でどのような意味があるのか

　次にこの7項目にどのような意味があり、どのように看護者の認識の中で活かされてい

けばよいのか、何がさらに促進させていくのか、みていきたいと思う。

①不調和なところ・気になるところが見える。

　ここでいう「不調和なところ」「気になるところ」とは、人間を「対立の調和している存

在」という観点から見たときに、看護者の認識に反映されてきた像に違和感を感じた認識

を指す。具体的にはrあれ？」rおや？」などに始まる気付きであり、素材1のr体調はよ

くなってきているのに、心の状態は下向きである」や、素材3一②「今だけを見つめている

認識や結果だけを見つめている認識」が気になったことや、素材4「牛乳を飲みたいけれ

ど、（手先の巧緻運動障害のため）飲めない」と気がついた認識等を指している。つまり、

看護者が対立の構造を見出したときの認識の動きを示している。これは、世界が矛盾の複
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合体であることから、人間もその一部であり、看護者がそのあり方をとらえて頭脳に反映

させたと考えることができる。見ようとしなければ見えないが、「健康のよい状態（対立の

調和）」が認識に定着していると、不調和な事実が飛び込んでくるから、何が不調和なのか

見えることがわかる。しかし、認識の葛藤など気になるところが見えても、その中味が見

えにくいこともある。そのときは、患者の思考のプロセスや事実を時の流れに重ね詳しく

迫ることや、事実の意味をさぐることによって鮮明に見えてくることもあり、像の描かれ

方に忠実にそっていくことで徐々に焦点化されていくこともわかった。フロレンス・ナイ

チンゲールは、「よい看護というものは、あらゆる病気に共通するこまごましたこと、およ

びひとりひとりの病人に固有のこまごまとしたことを観察すること、ただこの二つだけで

成り立っているのです」42〕、また「小さなことこそ大切だと言い、その反対にまた、小さ

なことにはこだわるなとも言います。ところでこれは、両方とも真実なのです」43〕と述べ

ている。高橋も、問題に個別に対応していくためには、（例えば拒薬の場合「実体と認識の

対立」といった）大きなところでまとめてしまうだけでなく、もっと細かいところを見て

いく必要があります。それが個別の看護につながっていきます、44）と述べている。すなわ

ち、人間を健康のよい状態から大きく見つめていく見方と、大きく見つめてその人の個別

性を細かく見つめていく見方の両方から、気になるところが見えてくることがわかる。こ

のような認識になっていくことが、「患者が自力で解決できない問題（看護上の問題）」を

見出しやすくし、看護実践方法論の修得を促進していくことであると理解した。このこと

は特に、看護者がA氏と出会って半年後、学生の実習指導の為の研修で病棟に入ったとき

に、これまでは長時間の患者とのかかわりの中でしか問題がどこにあるのかを見出せなか

ったが、短時間のかかわりで患者に何が必要なのか焦点が合うと感じたことからも、理論

の修得がさらに一歩進んだのではないか、と実感することが出来た。

②看護者の認識がつくり替わる

　人間の認識は、外界からの事物を五感器官を通して脳細胞に反映し、問いかけながら、

さらに事実を反映し、発展していく。しかし、対象の構造に見合った認識に発展していく

ためには、看護者の患者像がこれまで抱いていた像とは異なる像へ作り替わることが必要

であった。すなわち、これまで描いていた像とは異なる像を描き始め、像の修正・是正が

されることによってさらに像が発展していく。その像の修正・是正こそが、理論が自分の

ものになって行く過程であると理解できた。たとえば、「むかむかする、調子が悪い」とい

う患者に「どうしたらよいか」と思っていた認識が、「このままでは回復を応援していくこ

とはできない。何が必要か」と考え、爪もみやマッサージを始めた場面（素材2一①）や、

患者の思いという感情の訴えに理屈で対応した看護者が、これまでの患者が思い悩むこと
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で胃腸を崩した体験を思い出し、このままでは消耗してしまう、と心が動いた場面（素材

3一①）や、日ごとに増えた牛乳を見て解消しようと手立てを講じていた認識が、「あ！袋が

開けられないんだ。開けられないから飲んでいなかったんだ」と気付き認識が変化した場

面（素材4）などである。人間はどうしても自己流の見方にとらわれ、一面的な認識にな

りがちであり、自由な発想で多角的にものごとを捉えていこうと思っていても、自分の頭

脳の働きであるから、その考えに縛られ、そこから抜け出せないことが多い。しかし、看

護観・健康観・生活観・人間観などとつながり、感性的認識から理性的認識へ、認識のレ

ベルの移行が起こると像のありようが替わっていく。そのようなプロセスを経ることによ

って少しずつ理論が自分の認識の中に浸透し、確かなものになっていくことを繰り返すこ

とが、理論の修得過程であると理解した。このことが理論を言葉で覚えるのではなく、生

きた知識として理論を活用することにつながるのであろう。このことを意識的に重ねるこ

とが、理論の修得をより促進していくものになると考えられる。

③患者像が膨らむ

　像が作り替わると、これまで見えなかったものが見えるようになり、様々な像が呼び起

こされるようになり、患者像が膨らんでいった。たとえば、治療後回復が進まない状況を、

患者の体格や患者のこれまでの治療過程や回復過程と重ね、看護者がこれまで出会った他

の患者がその辛い気持ちを表現したことと重ねイメージが膨らんできたり（素材1）、患者

の職歴だけではなく、転職することの意味や、工場の立ち上げ責任者としての意味に着目

し、それに伴う思いや感情を積極的に描いていったり（素材2一③）、患者が牛乳を飲めな

いとわかったとき、これまでの患者のリハビリでの様子や日常生活動作の細かい様子が思

い出され患者像が膨らむなど（素材4）があげられる。すなわち、患者像が生き生きと膨ら

むことによって、像が広がるだけでなく、目の前の対象そのものを深くとらえられるよう

になった、と考えられた。このことが、看護を展開していく力を育むことだと考え、看護

理論（実践方法論）の修得を進めていくと考える。

④立場の変換ができる。感情が揺さぶられ、相互浸透が進む

　相互浸透が顕著に見られた場面として、患者が首をうなだれて回復のもどかしさを表現

し、看護者が自己の入院経験と重なって涙が出そうになった場面（素材1）や、璋者が押

しつぶされそうな重圧の中、頑張って頑張って生きてきた人生が見え、病に倒れた悔しさ

やりきれなさが伝わってきた場面（素材3一②）があげられる。看護者の感情は激しく揺さ

ぶられると同時に、患者は自分の力を出していくことができた。三浦は、「対立物が媒介関

係にあると共に各自直接に相手の性質を受け取るという構造を持ち、このつながりが深ま

るかたちをとって発展が進んでいくことを相互浸透という」と、相互浸透の構造について
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述べている45〕。相互浸透が起こると、対象の申から力が現れるのは、「相手の性質を受け

取ることによって、自身のあり方に変化を起こす」からであろう。看護は常に自己と他者

との対立において進んでいく。これは看護過程のどの場面を取ってみても存在している事

実である。しかし、この自己と他者の対立が、相互浸透を起こし、調和的に解決されるこ

とによって、共に発展していく。立場の変換ができ相互浸透が進むとき、看護理論の修得

も促進されている、と考えることが出来た。

　また、本研究からは、対象の事実をつなぎその性質をつかむことや、観念的に分裂した

自己と対象との事実が重なることが、立場の変換を行い易くすることが見えた。人間の経

験には限りがあるので、自己の経験を性質としてつかんでおくと、異なる現象でもその性

質がつながったとき、立場が移行しやすくなることがわかる。また観念的に分裂した自己

が、自己ではなく、他者の位置に移ることが出来るかが、立場の変換能力を高めることに

つながっていく。海保も、観念的二重化のプロセスは、いきなり自己が他人の位置に移る

ことができるようになるのではなく、「自分の自分化から自分の他人化」の過程を踏むこと

を述べている。そのためには、「なるべく多くの事実と格闘する中で、他人というものを覚

えていかなければなりません。そしてそれらの流れのなかで学習してきた論理と格闘して

きた他人とのかかわりが、しだいしだいに相互浸透してきて、やがて「自分の他人化」が

はっきりと意識できるようになり、そこを踏まえて意識的に他人化しようと試みれば意識

できていく過程をへることになってくるのです」46〕、と述べていた。

⑤方向性が見える（定まる）・見通しが立つ、⑥関わり続けていくことができる

　素材2一①では、「むかむかする、調子が悪い」という患者に、最初はどうしたらよいか

と思い、関わりが途切れてしまったが、　「明るいイメージが描ければ、自然の回復力も働

くはず」と、方向性が見え関わり続けていくことができた。あるいは、素材3一①ではr食

べることが思い」と言う患者に、理屈で説明したときは、それ以上の発展はなかったが、

「点滴がなくても大丈夫か？」という思いと「退院してまで点滴したくない」という両方

の思いの葛藤で苦しんでいるととらえることができた時、“点滴がなくても大丈夫、口か

らの摂取を大事にしよう”と判断でき、患者と関わりつづけることが出来た。すなわち、

看護者の頭の中には“こうしてみよう”と方向性や見通しが立っていた。看護者のこれま

での関わりとA氏との関わりとの大きく異なっていた点を挙げるとすれば、“どうしたら

よいか”、と思っていたところから自己を立て直すことができ、方向性を見出し、関わり

つづけることができたことであろう。そして、一度方向性が見えてきたら、次々にこうし

てみよう、これが必要ではないか、と頭が動き始め、見通しが立ち関わり続けることが出

来た。すなわち看護理論の修得が進むにつれ、方向性が見え、見通しが確かなものになり、
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関わり続けられることがわかる。

　この関わりつづけられる認識は、対象の一側面を見つめているのではなく、患者の事実

を理論枠に沿った全体に位置づけ、今の問題がどこにあるのかが見え、全体から見て患者

に必要なことを見出していることがわかった。（素材3一①：食べることが思いという認識

に焦点を当て関わっている時は、患者にとって何が必要かが見えず、全体から位置づけた

問題の解決に向けて関わったとき、患者の思いということは大きな問題にはならなかった）

関わり続けていくことができなければ看護することはできない。また、関わり続けていく

ことができるということは、看護者の認識が対象の事実をつなげて立体的に像を描いてい

るということでもあり、頭脳の働きそのものに“動き”があることでもあった。すなわち

対象を固定したものとして捉えるのではなく、対象の変化・発展の動きを見て取れる頭脳

であると、患者の関連する事実を使い関わりつづけられることがわかった。

⑦目標像が描ける

④で、筆者は、相互浸透が起こると対象の中から力が現れるのは、r相手の性質を受け取

ることによって、自身のあり方に変化を起こす」からであろう、と述べた。このことにさ

らに加えるならば、相手（看護者）が目標像を描いていることで、その性質が相互浸透し

たときに、患者に変化をもたらす大きな力になっていると考えることができた。すなわち、

看護者が患者に、目標像が描けるようにと関わるのではなく、相互浸透することによって、

目標像を描いた看護者の在り様が、患者に浸透していき、患者が自ら像を描いていくこと

が出来たと考えられた。このことが、患者の持っている力を発揮させて生きることにつな

がると考える。具体的には、素材1の首をうなだれていた患者が、「シャワーでもできるか

な」、と答えた場面や、素材3一②のrもうできない」と繰り返していた患者が、rどこまで

できるか！」と目を輝かせた場面、素材4の「牛乳を飲まん」と言っていた患者が、自力

で飲み続けるようになった場面である。いずれも、看護者の中に、目標像や願いが生まれ

ていた。目標像は最初からそこにあるのではなく、対象の性質をつかみ、対象のなgゆき

や法則性を認識していくという頭脳の働かせ方や、人問だから○○であって欲しい、と考

える中で像がつくり替わり、目標像が描けていくことがわる。このことによって、方向性

が定まり見通しが立つことにつながり、これから先に関わり続けることにもつながってい

った。看護理論の修得が進む時は、目標像がしっかり描けるようになった時でもあると考

えられる。

以上より、看護理論が修得され、理論が使いこなせるようになるには、この7項目をさ

まざまな対象に適用していくことではないか、と考える。そして、この7項目は、それぞ
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れが切り離され、独立したものではなく、つながりをもっていることもわかった。

3　今後の展望

　最後に、筆者の学びのプロセスを通して自己の修得過程を振り返り、今後の展望につい

て考えてみたい。

　まず、筆者は以前から理論にもとづく看護過程展開の学習会で勉強していたこともあり、

知らない言葉はほとんどなかった。しかし、言葉を知っているということと、わかってい

るということとは違う。また“そのことはこういうことだ”と、学んだ言葉とつながりイ

メージを描くことはできても、それが現実の問題を解く力になることとは、また別次元の

問題でもある。理論は認識なので言語を通して表現されるが、言葉として知ることではな

いことだとわかるようになった。

　そして「他者に軸足をおいて仕事をするといい仕事ができる」という話を聞き、学習を

重ねる中で、この“他者に軸足をおく”、ということと、“理論を学ぶ”ということがつな

がってわかるようになってきたように思う。さらに、理論は自分の身を迫ることを通し、

自分のものに育てていくことだとわかるようになってきた。そのような中で少しずつ知っ

ている知識から生きた知識になっていったように思う。

　以上のような学びと、看護過程を分析していくことから、看護理論の修得過程を追究し

てきた。得られた知見は、実践がうまくいかないと思ったときの、自己を立ちなおさせる

指標としても、利用可能であるだろう。立ち止まったときに、自分は気になるところが見

えているか、流していないか、などと、頭に思い浮かべながら自分のこころの動きを確か

めつつ定めていけるのではないか、と考える。また、このように頭を動かしていけば、看

護が展開できるようになる、という意味からも、学生や新人の指導としても使えるのでは

ないか、と考えている。

　薄井は、「この自然界を支配している法則性を弁証法性と言いますが、その法則性は人間

を含めた自然界の全存在を貫いています。・…　　（略）その法則性は人間のこころに反映

して、変化と調和を見つめる知恵が育っていきます」と述べている47〕。「弁証法を学び使

う訓練を重ねていくと、対象の状況を見たときに、自己の認識の内部で反映像と弁証法と

のやりとりが起こって、対立を調和させる方向を見出すことができるようになる。」と述べ、

理論的判断をするために看護理論を学ぶことが大切なことを述べている48〕。また、科学を

学ぶということは、安定と確実とより確かな可能性の幅が、ぐっと広がるということだと

言われている49〕。「本当にこれでよかったのだろうか・・」「どのように考えていけばよか

ったのだろうか・・」という不全盛・不安定感から出発した研究であったが、理論の修得
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を通し、安定感と確実さの幅を少しずつ広げ、人間ってすごいな、という手ごたえを感じ

ることが出来た。

　得られた知見は、現象の中から帰納的に取り出されてきた知見であるので、今後その検

証が必要になってくる。意識的な適用を通し検証を重ね、さらなる目的意識的な実践に向

けて看護理論の修得レベルをあげていきたいと思う。
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終章

1　結論

　筆者と学生の看護過程における認識を対象に、看護実践の中でどのように認識が変化し

たのか認識の変化の性質を分析し、看護理論とのつながりを明らかにし、看護理論の修得

過程における共通構造を抽出したところ、以下の結果が得られた。

1

2

3

4

5

6

7

不調和なところ・気になるところが見える。

看護者の認識が作り替わる

患者像が膨らむ

立場の変換ができる。　感情が揺さぶられ、相互浸透が進む

方向性が見える（定まる）、見通しが立つ

関わり続けていくことができる

目標像が描ける

　以上の結果から、看護理論を自分のものとして修得していくプロセスの中には、この7

項目があることがわかった。この7項目は、看護理論の目的論・対象論・方法論を内包し

たものであり、常に個人の看護者の頭の中でつながりあって動いていることがわかる。ゆ

えに、自己の実践を常に理論に導かれるものとして指し示すものであると考えられる。こ

の7項目は、看護理論の「学習段階」から「適用段階」の過程における階段をのぼる「論

理」であり、看護理論の修得を促進させ、意識的適用のはたらきをより進めるものにつな

がると考えられた。
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2　本研究の意義と限界および今後の課題

　本研究の意義は、看護理論の学習段階から適用段階の過程にあるr修得過程」における

認識に焦点を当て、理論と実践とのつながりを明らかにし、その構造を明らかにしたこと

にある。1960年代から数々の看護理論の開発が行われ、理論の重要性や有用性の認識も高

まってきている中で、実践への適用に向けて、いかに学ぶべきかその学び方のプロセスの

一端を、看護過程を展開する実践の中から提示できたことは、看護実践への適用をより促

進していくものとして活用できるのではないかと考えている。

　しかし、本研究では、修得過程のプロセスを筆者の看護実践と学生の看護実践の一場面

にとどまったこともあり、看護理論を学び現在臨床で看護実践を重ねている実践家の認識

を対象とするまでには及ばなかった。修得過程のプロセスは様々であり、異なるタイプの

共通性を抽象化すると、またより確かな知見が得られたものと考えられる。また、看護者

や学生が患者を受け持つ時点で、筆者が看護を展開できる、と直感的に考えた患者を選定

していることは、理論の適用がスムーズな対象を選択した可能性も高い。さらに、研究者

の学的未熟さもあり、現実にある弁証法的な性質を見て取る力は、今の筆者の能力の限界

と思われた。以上が本研究の限界でもあり、今後も研鎖を必要とし学び続けていきたい。

　今後は、得られた知見がより一般性の高いものとして活用できるために、この7項目の

検証を行っていきたい。目的意識的適用をはかることでさらに普遍性を追求していくこと

を課題とし、対応困難な患者、窮地に陥った患者などの場合、看護理論が適用できるか、

理論の修得のさらなるレベルアップを図りたいと思う。

　なお、これまで看護理論の修得過程に踏み込んだ研究は少なく、この領域の研究が進む

ことは、看護科学の発展によりつながるものだと考えている。
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妻1

素材フォーマット
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患者の言動・状況 看護者の認識 看護者の言動・状況
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【タイトル】：

【場面の意味】

【転換点】：



【素材の概要一覧】 表2

患者紹介 場面の概要 看護者の認識

A氏、60代後半、男性、（161㎝、 受け持ち2日目 看護者は、患者

38kg，BM114．67）肺がん。62歳 【素材1】 の元気がない様
で左肺がんが見つかり部分切除、 「なかなか思うように回復がいかない」 子が気になり話
化学療法・放射線療法を行い、食 と下を向きうつむいていた患者が、顔を していたが、途
道気管支度形成する。食道気管支 挙げ看護者と視線を合わせてうなずき、 中から安定して

研 痕は閉鎖術をして塞ぎ、胃ろうを 「日曜日にはシャワーでもできるかな」 かかわりを持つ
究 造設する。その後肺がん再発して と話した場面。 ことが出来た、

者 大 化学療法をするが、1クール目で と感じた。

の 学 「これ以上の積極的治療は難しい 受け持ち6日目～10日目 看護者は、最初
着 院 と思われる」と本人と妻に説明、 熱発を来し下痢や腹痛、胃の不快感を訴 不安定な気持で
度 在 妻には「予後3ヶ月から6ヶ月あ え、眉間にしわを寄せ、一日中臥床して 関わっていた
実 学 るかどうか」と説明がありA病院 いた患者が、不快感が軽減し、病室でパ が、途中から
建 中 に転院となる。現在の主治医から ン作りを行った。その後外泊を行い、散 次々と頭が動き

は1週間前に「もう手段はない。 出し、安定して
今がいい時期」と説明がされ、本 【素材2一①】 闘われたという
人は「家に帰りたい」と言ってい 「むかむかする。調子が悪い」と話していた患者が、仕 実感があった。

る。栄養管理の方法を、1VHの輸 事や趣味の話を生き生きと話した場面

液から、経口と胃ろうからのエン 【素材2・②】

シュアをアップしていく方向で進 不快感を訴えケアを断っていた患者が笑い、ケアを受け

めていた。家族は妻と二人暮らし、 入れ看護者にお願いするようになった場面

妻は仕事をした後、夕方毎日面会 【素材2一③】

に来ている。娘二人は独立し結婚、 患者がこれまでの自分の人生を話し、パン作りのきっか

孫がいる。職業はパン工場でパン けとなった場面

作りの研究・開発などに携わる。 受け持ち12日目 看護者は、何か
患者は日中臥床傾向で、トイレは 退院に向けて「点滴がなくても大丈夫だ いつもと違う
自分で歩いて行き、入浴は介助が ろうか？」と不快感を訴え鎮痛剤を使用 な、と感じ、気
必要、テレビを見たりしてすごし した患者が、「退院するならいつかは点 持ちが揺れてい
ていることが多かった。 滴はやめなきゃならないんだ」と言い、 ることに気がつ

「後は体力だね。焦ったって仕方がな いた後、安定し

てかかわりを持
【素材3一①】 つことが出来
退院に向けて栄養面での迷いが自己決定できた場面。 た、と感じた。

【素材3一②】

「もうできない」と繰り返していた患者が、「どこまで

できるか！」と目を輝かせて話した場面

80歳代、男性、頚椎症性脊髄症、 実習4日目 認識の働かせ方
学 40歳時溝に落ち、頚椎を骨折、脳 患者の床頭台に朝食につく牛乳が4本残 について考えさ
生 梗塞、高血圧、虚血性疾患の既往 っているのを見て、関わった結果、患者 せられた。自分
の あり。9ヶ月前から手足のしびれ、 は自力で飲み続けられることができる の頭の働き方が
着 基 歩行時のふらつきがあり入院。1 ようになった。 今までと変わっ
噴 礎 ヶ月前に頚椎固定術を施行した。 【素材4】 てきたな、と感
実 実 現在リハビリ中、移動は車椅子、 じた。

良 習 食事はセッティング；すれば自力で

可能、オムツを着用し夜間尿器使
用。



分析フォーマット 妻3

【場面に至る状況】

患者の言動・状況 看護者の認識 看護者の言動・状況 後で振り返って想起した

ｻの時の判断や像

看護者の認識の変化と

ｻの判断根拠

㌔．＾八へ、㌔、ゾ㌔ヘベ」・＾’．一ヘベ八へ～ ｝、　㌧、　　　　　　㌧へ　　　㌧　㌧　　㌧ へ＾・．。㌧㌦へ　㌧　、、■’’・ノ’・．’㌔・」＼」’、。・㌧＼ 一へし・＼㌧」一’㌔。、・一、へ」、、・㌔．＼’㌔、．、・、＾ノ・㌧一㌧・一㌔ 、・＼・㌧ヘバ．、へ・」＼1ヘヘノ・」㌧．、㌧へ＾］㌧へ・＼　、㌧㌔

1　看護者の認識の変化

①看護者の頭の働かせ方の事実（対象の何に着目し、どのように感じ考え、どのように判断し行

動しているか）

②看護者の頭の働かせ方のイメージ、表象像

この場面の看護者は、

③看護者の頭の働かせ方の抽象像（＿看護者の認識の変化の性質）

つまり、

2　看護理論とのつながり

患者が自力で解決できない対立は、

3　看護理論の修得過程のポイント（看護者の認識の変化の性質から導かれた、看護理論の修得をしてい

　　く上でのポイント）

1）

2）

3）

4）
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経過一覧（A氏）

月日 場面の概要 社会力

△．15 看護者はA氏へ挨拶をする。患者は手が冷たく、看護者はマッサージを行う。凝って

いるところはないか尋ねると、患者は「肩がこる」と言い、マッサージを続けると「看

護婦さんも大変だ…　　」という。看護者が患者の職業を尋ねると、パン工場でパン

を作り開発していたことを話し「頑張りすぎたんだ・・」と言う。入浴介助を行うと、

温泉が好きで九州まで温泉旅行に行ったことを話す。明日から看護者が受け持ち看護

婚としてケアに加わることを伝えると「私のような体でいいのですか？」と言う。

△．16 患者は「3年がかりの病気。これまで働いて頑張ってきた報酬がこれか…　」と下を

向いて言う。看護者は、患者のふさぎこむような顔が大変心に残り、突き刺さるよう

に感じた。

△．16 病棟師長よりPCUへ転棟の話があると、患者は表情が動かず言葉を一言も発しなかっ 師長よりPCU

た。看護者は気分転換に散歩を促すと患者は「行こうかな…　　」といい、車椅子で へ転棟の話。

売店に行く。売店で、患者は陳列してあるパンをさっと手に取り、しばらく裏の表示

をみたり表に返したりしながら眺める。看護者がパン屋の24時間の生活を思い浮かべ、

仕事は朝早くから大変ではなかったか、と尋ねると「寝る暇もなかった」と言う。一

方で、パンを作る喜びや食べる喜びなどもあったのではないかと尋ねるとrやりがい

でもあった」と答える。

★ 患者は首をうなだれて下を向き「思うように回復がいかん」と言う。看護者は回復が 経管栄養増
△．17 うまくいかないことにもどかしさを感じていると思い、「生活できるように心も身体も 量（エンジュ

奏材1 回復していくことは難しいですね」と表現すると、患者は「そうそう」と顔を挙げて ア1・1・1
．言う。看護者は、患者が爪切りや髭剃りなど自分でできるようになった点を伝え、看 缶）

護者め入院中の体験を話し「初めて足の爪が切れたり、お風呂に入れたときは嬉しか 点滴1本へ
った」と伝えると、患者は「日曜日にはシャワーでもできるかな」と話した場面。 減量

患者はTVで高校野球の観戦中。患者は地元高校の逆転劇に歓喜の声をあげ、「こんな 午後：PCU
△．17 試合だったら他のところも応援したくなるな・・」と表現する。看護者は、患者が逆 へ転棟（個

転劇をした試合と自分のこれまでの闘病生活やこれからの生活を重ね合わせているの 室）

ではないか、と察し、「勇気をもらえるような試合でしたね」と表現すると、患者は「そ

うだな」とうなずいた場面。

経管栄養が増量となった2日目に、患者は腹痛を訴え、じっと頭を抱え込んでいた。

△．18 一人で耐えようとしていると見た看護者が、滴下調整の援助を申し出るが患者は最初

断る。看護者は身体への負担を思い、滴下のスピードを落とすと患者は「しばらく時

間がたたんと・・」と言う。・看護者は患者の思いを大事にしたいと思いながらマッサ

一ジを行い緩和をはかるが、患者は首をうなだれたままの状態。看護者はrご飯も入

っているし、調子が悪いときもあるから、栄養を止めて様子をみましょう」と伝えると

「うん」とうなずいた場面。

△．18 患者は熱感を訴え37．5℃に上昇した。r悪くなったり悪くなったりだ…　」とポツリ 準夜：熱発
と言う。 37，8座薬使

用

経管栄養が増量となった4日目に、患者は4回下痢をした。看護者は同じようなケー
△．20 スの“体が受け付けるもの・心が求めるもの”という指針を思い出し、調和をはかり

ながら細やかなケアが必要と感じ、マッサージを行い、座位中の安楽な体位の調整を

はかると患者は「殿様みたいだな」と言う。看護者が経管栄養の滴下調整を行い、焦

る気持があるのではないかと察しながら、患者に必要な摂取カロリーには十分である 二人部屋移

ので無理しなくてよいことを伝えると、患者は視線を向ける。それ以降下痢は止まり、 動

患者は体調に合わせて経管栄養の調整を申し出る。

△．21 患者は胃のしくしく感を訴え眉間にしわを寄せており、いつもは楽しみにしていた入 夜間眠れず

浴もしなかった。看護者はどのような援助が必要かと考えていたが、患者に話をする 再び個室へ

きっかけをつかめずにいた。

★ 患者は看護者が朝訪室するなり、「お腹が一杯で入っていかない。朝の栄養も、ご飯も 制吐剤を使
△．22 入っていかない。昨晩の栄養もやめた」と看護者に顔を向け目を合わせて言う。制吐 用。内服処方

素材 剤使用後、看護者は頭の中に少しでも明るいイメージが膨らめばと、患者の職業の話、 （整腸剤・制

2一① 趣味の話を尋ねると、患者が自らの体験を次々と話し始め、自分の趣味を「見せてあ 吐剤）開始

げたいな」と言う。その後「いろいろ考えたってしょうがないもんな」と話す場面。

資料1

★ 看護者がマッサージをしながら、足湯のケアを促すが患者は最初断る。「時間があるの 病棟カンファレンス

△．22 で持ってきますよ」と伝え準備すると、黙ったまま足を湯につけた。寝る前の足湯を でA氏のケ

素材 提案するとrそんなことしてもらったら殴られる」と言い、神様からのご褒美である アについて
2一② ことを伝えると、笑顔が出た。夜間のケアとして継続がスタートする。 検討

ケアを受けることに「もったいない」と言う患者に、看護者が「甘えてくださいね」 エンシュアからメ

△．23 と言うと患者は驚く。「人に甘えることは難しいですものね」と返すと患者は「むずか デイェフフ。ツシュケ

しい」と言う。看護者が、快の気持ちは実体にもよい作用をもたらすと具体的なホル アベ変更（朝

モンの名前を出すと、目が動いた。 夕のみ）

★ 看護者は、患者の頭の中に楽しかった思い出や喜びが甦ってほしい、と思い、前日患

△．23 者が話した職業（パン作り）の話題を持ちかけると、患者は40歳から再スタートし

た職業で賞を得たことを「今でも誇りに思う」と話す。さらに患者は「心がなければ

素材 ダメだ」と言い、看護者は涙が出るような気持ちになる。患者は「こんな話合まで人
2一③ に話したことがなかった。つまらん話だ」と言う。午後からマッサージを行い「起き

たついでに足湯もしましょうか？」と勧めると、「お願いします」と言い、妻と共に介

肋を行う。患者は表情がよく、胃部の不快感が「よくなった」と言う場面。

患者のこれまで生きてきた人生を知ることで心を動かされた看護者は、話の内容を看
△．23 護部長に話す。看護部長は、自宅で使用していたホームヘーカリーの機械があるので、

病室でパン作りを行ってみないか、と提案する。

患者に病室でパン作りを行うことを提案する。患者は驚き、看護者が物品を準備し訪

宣すると機械の説明書を読み出す。患者は口頭で分量の目安やはかりでの計測を伝え

△．24 指示を出し、材料を混ぜ合わせ機械にセットする。部屋中に匂いが立ちこめた。患者

が出来上がりのパンに包丁をいれると、満面の笑みが見られ、妻は「“余は満足じゃ”

という顔をしているね」と言い、主治医は「Aさんのあんな笑顔は初めてだった」と

言う。患者は「パン作りができるとは思わなかった、よかった」と生き生きと話した。

看護者は、昨日のパン作りで患者が自信を得たのではないか、と思い、一つずつ自信

△．25 をつけていく頭になれば、とその日の目標を定めて関わる。患者は心地よさや熟睡感

を表現し、自分の職業に「今となって考えてみればよかった」と表現した。医師の勧

めから外泊に意欲を示すが、足の筋肉の衰えに不安を表現したので、看護者と共に歩

行訓練を行い病棟を2周する二患者は「みなのおかげでここまでこれた」と話した。

△．26（土）一△．28（月）外泊。「家がよかった一」と笑顔で帰院、外泊中、患者は屋

△．28 外の散髪屋まで歩いていくができたことを話す。食事は「アイスクリームやコーンス

一プが食べれた」と笑顔で話し、退院に向けて「あとは栄養と運動かな」と話す。

★ 前日患者は「栄養面が心配。点滴（IVH）をしたままなら帰る意味がない」と言い、 8；OO胸の圧

看護者と食事の形態Iを変えながら経口摂取を増やしていく方向で調整を進めていた。 迫感あり座
△．30 しかし「点滴がなくて大丈夫だろろうか・・」と胸の圧迫感があり、深夜で座薬を使 薬使用

周した。患者は「食道気管支度がいつつぶれるかわからない」と経口摂取することに

素材 不安を表現する。看護者がマッサージしながら在宅での生活の様子を話し合うと「退
3一① 除するならいつかは（点滴）やめなきゃならないんだ」と言う。看護者が患者の気持

ちに添えるようにお手伝いをしていきたい、と伝えると患者はうなずく。その後、「点

滴は明日医師に相談して抜く」と言った場面。

★ 患者は、パン作りや趣味のガラス工芸は「もうできない」と話し、「（以前のように）

素材 満足できないので捨ててしまう」、と表現した。看護者はやりたいことに向かっていく
3一② 夢は持ちたい、と表現すると、「どこまでできるか！」と答えた場面。

△．30 患者が回診中、看護者と患者の妻と二人で話をする。妻がこれまでの治療過程で「後2

か月とも言われた」と話し、「気管支度を作ったときは“ご飯も食べられなくなった”

と家族皆でワンワン泣いた」こと、r前の病院を訴えてやりたいと思った」ことなどを

話した。看護者は「本当に訴えてやりたい気持ちですね、悔しかったですね」と言う

と「うん、うん」とうなずき、「今はこの病院にきてよかった、ここまでこれてよかっ

た。お父さんともここに来てよかったねえ…　。と言っています」と話す。

△．31 患者は「後は体力だね。あせったって仕方がない」と言う。妻に在宅看護の話をする。

□．1 患者はr来週あたりには帰れそうかな…　　」と言う。いろいろなものが食べれたほ IVH500mI

うがよい」とこれまで手をっけなかったおかずにも少しずつ手を出す。看護者が研修 より　200m1

終了の挨拶をすると「オレも頑張るから頑張ってくれ」と手を差し出した。 へ変更

□月1R目 退院。訪間看護を活用し、自宅で約3週間療養を行う。その後 病院にて永眠。
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